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1

琴
と
韻

―
姜
夔
の
文
芸
、
そ
の
理
論
と
実
践
と
継
承
に
つ
い
て

村
越
貴
代
美

は
じ
め
に

一
琴
一
硯
一
蘭
亭
。

南
宋
の
詞
人
、
姜
夔
（
字
は
堯
章
、
号
は
白
石
道
人
。
一
一
五
五
～
一
二
○
八（

1
（

（
が
貧
窮
の
う
ち
に
亡
く
な
り
、
弔
う
お
金
も
な
か

っ
た
の
で
、
友
人
ら
の
援
助
で
杭
州
西
湖
の
東
岸
、
馬
塍
に
埋
葬
さ
れ
た
。
明
・
田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』
巻
二
十
二
に
よ
れ
ば
、
銭

塘
門
を
出
て
溜
水
橋
の
北
に
、
川
を
境
に
東
西
馬
塍
が
あ
る
。
か
つ
て
銭
王
が
こ
こ
で
馬
を
三
万
頭
も
飼
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
周
辺

の
土
質
が
き
め
細
か
く
、
木
の
生
長
に
よ
い
と
し
て
、
宋
代
の
こ
ろ
に
は
花
の
産
地
と
な
り
、
い
つ
も
鶯
が
花
の
あ
い
だ
で
啼
い
て
い

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺
り
を
「
花
圃
啼
鶯
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。「
花
圃
啼
鶯
」
は
、
明
の
王
布
範
が
西
湖
湖
畔
を
「
湖
墅
八
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景
」
と
し
た
、
美
し
い
景
色
の
一
。
現
在
も
杭
州
市
に
馬
塍
路
と
い
う
通
り
が
あ
る
。

姜
夔
の
訃
報
を
聞
い
た
蘇
泂
は
慟
哭
し
、
馬
塍
を
訪
れ
、
挽
詩
「
至
馬
塍
哭
堯
章
（
馬
塍
に
至
り
堯
章
を
哭
す
（」
を
作
っ
た
。

除
却
楽
書
誰
殉
葬
、	

楽
書
を
除
却
し
て
誰
か
殉
葬
せ
ん
、

一
琴
一
硯
一
蘭
亭
。	

一
琴　

一
硯　

一
蘭
亭
。

蘇
泂
（
一
一
七
○
～
？
（、
字
は
召
叟
、
山
陰
（
浙
江
省
紹
興
（
の
人
。『
泠
然
斎
集
』
十
二
巻
、『
泠
然
斎
詩
余
』
一
巻
が
あ
っ
た

が
、
散
逸
し
た
。
詩
を
陸
游
に
学
び
、
姜
夔
の
ほ
か
、
辛
棄
疾
・
劉
過
・
王
柟
・
潘
檉
・
趙
師
秀
・
周
文
璞
・
葛
天
民
ら
と
唱
和
の
作

が
あ
る
。

「
至
馬
塍
哭
堯
章
」
の
詩
句
で
は
、

頼
是
小
紅
渠
已
嫁
、	

頼さ
い
わい

に
是
れ
小
紅　

渠そ

れ
已
に
嫁
ぐ
、

不
然
啼
碎
馬
塍
花
。	

然
ら
ざ
れ
ば
啼
い
て
碎
け
ん　

馬
塍
の
花
。

の
ほ
う
が
、
有
名
か
も
知
れ
な
い
。
小
紅
は
、
も
と
范
成
大
の
侍
女
。
歌
が
上
手
く
、
姜
夔
が
范
成
大
の
も
と
を
訪
ね
た
と
き
に
「
暗

香
」「
疏
影
」
の
二
首
を
作
詞
作
曲
し
た
が
、
小
紅
に
習
わ
せ
た
と
こ
ろ
歌
声
が
み
ご
と
だ
っ
た
の
で
、
范
成
大
は
小
紅
を
姜
夔
に
贈

っ
た
。
姜
夔
は
「
過
垂
虹
（
垂
虹
を
過
る
（」
詩
で
、
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自
作
新
詞
韻
最
嬌
、	

自
ら
新
詞
を
作
り
韻
は
最
も
嬌
た
り
、

小
紅
低
唱
我
吹
簫
。	

小
紅　

低
く
唱
い　

我　

簫
を
吹
く
。

と
、
こ
の
出
来
事
を
詠
ん
で
い
る
。
范
成
大
か
ら
贈
ら
れ
た
小
紅
を
、
姜
夔
は
亡
く
な
る
前
に
し
か
る
べ
き
相
手
に
嫁
が
せ
て
い
た
。

蘇
泂
は
姜
夔
と
交
遊
す
る
中
で
小
紅
と
も
会
っ
て
お
り
、
と
も
に
歌
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

蘇
泂
は
「
至
馬
塍
哭
堯
章
」
詩
で
ま
た
、

今
日
親
来
見
霊
柩
、	

今
日
親
し
く
来
り
て
霊
柩
を
見
、

対
君
妻
子
但
如
癡
。	

君
の
妻
子
の
但
だ
癡
の
如
き
に
対
す
。

と
も
詠
っ
て
い
る
が
、
姜
夔
は
三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
蕭
徳
藻
（
生
卒
年
不
詳
、
紹
興
二
十
一
年
＝
一
一
五
一
年
の
進
士
。
字
は
東
夫
、

号
は
千
巌
老
人
（
の
知
遇
を
得
て
、
そ
の
姪
（
兄
の
娘
（
を
妻
に
も
ら
い
受
け
た
。
子
は
、
瓊
（
の
ち
に
太
廟
太
郎
と
な
っ
た
（
と
瑛

（
の
ち
に
嘉
禾
郡
簽
判
と
な
っ
た
（
が
あ
り
、
姜
夔
の
卒
後
ず
い
ぶ
ん
た
っ
て
か
ら
、
姜
夔
が
生
前
み
ず
か
ら
編
纂
に
加
わ
っ
た
と
思

わ
れ
る
『
白
石
道
人
歌
曲
』
六
巻
が
瑛
に
渡
さ
れ
、
そ
れ
が
今
日
、
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
テ
キ
ス
ト
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く（
２
（。

姜
夔
が
亡
く
な
っ
た
時
、
子
は
ま
だ
十
代
。
挽
詩
「
至
馬
塍
哭
堯
章
」
に
、

児
年
十
七
未
更
事
、	

児　

年
十
七　

未
だ
更
事
せ
ず
、

曷
日
文
章
能
世
家
。	

曷い
ず

れ
の
日
に
か
文
章　

能
く
世
家
た
ら
ん
。
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と
あ
る
の
は
、
瓊
か
瑛
か
。

蘇
泂
は
姜
夔
の
少
な
く
と
も
晩
年
を
、
家
族
ぐ
る
み
で
と
も
に
過
ご
し
た
。
姜
夔
は
百
人
を
越
え
る
人
々
と
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る（
３
（が

、
辛
棄
疾
・
劉
過
・
葛
天
民
・
潘
檉
・
周
文
璞
な
ど
、
そ
の
う
ち
の
何
人
か
は
、
蘇
泂
が
交
際
し
て
い
た
人
々
と
も

重
な
る
。

姜
夔
の
詩
は
、
臨
安
（
杭
州
（
の
書
坊
の
陳
起
（
生
卒
年
不
詳
。
孝
宗
淳
熙
年
間
か
ら
理
宗
淳
祐
末
年
の
人
。
字
は
宗
之
、
彦
木
、

号
は
芸
居
、
陳
道
人
、
陳
解
元
（
が
刊
行
し
た
「
江
湖
集
」
に
、『
白
石
道
人
詩
集
』
一
巻
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る（
４
（。
こ
の
こ
と
か

ら
、
姜
夔
を
「
江
湖
派
」
と
す
る
見
方
も
あ
る
。

江
湖
派
と
称
さ
れ
る
南
宋
の
一
群
の
詩
人
と
そ
の
作
品
つ
い
て
は
最
近
、
内
山
精
也
編
『
南
宋
江
湖
の
詩
人
た
ち　

中
国
近
世
文
学

の
夜
明
け
』（
勉
誠
出
版
、
二
○
一
五
年
（
が
出
さ
れ
、
そ
こ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
張
宏
生
『
江
湖
詩
派
研
究
』（
中
華
書
局
、

一
九
九
五
年
（
が
先
行
研
究
と
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
は
張
宏
生
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
詩
人
群
に
つ
い
て
最
初
に
ま

と
ま
っ
た
言
及
を
し
た
の
は
、
宋
末
元
初
の
方
回
『
瀛
奎
律
髄
』
で
あ
っ
た
。
方
回
は
云
う（
５
（、

江
湖
遊
士
、
多
以
星
命
相
卜
、
挟
中
朝
尺
書
、
奔
走
閫
台
郡
県
糊
口
耳
。

江
湖
の
遊
士
は
、
そ
の
多
く
が
占
い
で
生
計
を
た
て
、
中
央
高
官
か
ら
手
紙
を
も
ら
い
、
地
方
長
官
の
役
所
を
奔
走
し
て
、
口
を

糊
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、『
瀛
奎
律
髄
』
巻
二
十
で
戴
復
古
の
「
寄
尋
梅
」
詩
に
注
し
た
評
語
。「
江
湖
の
遊
士
」
が
高
位
高
官
に
謁
見
を
求
め
て
詩
を

贈
る
の
と
引
き
換
え
に
、
時
に
多
額
の
金
銭
を
受
け
取
る
状
況
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
戴
復
古
に
つ
い
て
、
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早
年
不
甚
読
書
、
中
年
以
詩
遊
諸
公
間
、
頗
有
声
。
寿
至
八
十
余
、
以
詩
為
生
涯
而
成
家
。
…
…
銭
塘
湖
山
此
曹
什
佰
為
群
、
阮

梅
峰
秀
実
、
林
可
山
洪
、
孫
花
翁
季
蕃
、
高
菊
礀
九
万
、
往
往
雌
黄
士
大
夫
、
口
吻
可
畏
、
至
於
望
門
倒
屣
。
石
屏
為
人
、
則
否
。

毎
於
広
座
中
、
口
不
談
世
事
、
縉
紳
多
之
。

若
い
頃
は
あ
ま
り
読
書
を
せ
ず
、
中
年
に
な
っ
て
詩
で
諸
公
の
間
を
渡
り
歩
き
、
と
て
も
名
声
が
あ
っ
た
。
寿
命
は
八
十
を
超
え

た
が
、
詩
で
生
涯
を
送
り
一
家
と
な
っ
た
。
…
…
銭
塘
の
湖
山
に
こ
う
し
た
人
々
が
数
十
人
、
数
百
人
と
群
を
な
し
、
阮
秀
実

（
号
は
梅
峰
（、
林
洪
（
号
は
可
山
（、
孫
惟
信
（
字
は
季
蕃
、
号
は
花
翁
（、
高
翥
（
字
は
九
万
、
号
は
菊
磵
（
な
ど
は
、
し
ば
し

ば
士
大
夫
を
批
評
し
、
お
そ
る
べ
き
口
吻
で
、
名
門
の
人
々
は
大
歓
迎
で
あ
る
。
だ
が
石
屏
（
載
復
古
の
号
（
の
人
と
な
り
は
違

っ
て
い
て
、
い
つ
も
大
勢
の
席
に
い
て
も
世
事
に
は
口
を
挟
ま
な
か
っ
た
の
で
、
地
方
の
名
士
は
こ
れ
を
称
賛
し
た
。

と
い
う
。「
詩
を
以
て
諸
公
の
間
に
遊
ぶ
」「
詩
を
以
て
生
涯
を
為
す
」、
す
な
わ
ち
詩
を
切
り
売
り
し
て
生
活
の
糧
と
す
る
「
江
湖
の

遊
士
」
が
い
て
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
「
士
大
夫
」
を
批
判
し
、
そ
れ
を
聞
き
た
が
る
「
望
門
」
の
人
々
が
い
た
。
こ
こ
に
図
ら
ず
も
、

本
稿
で
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
階
層
の
人
々
が
そ
ろ
っ
て
登
場
す
る
。

姜
夔
が
生
涯
無
官
で
、
各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
高
官
貴
人
の
援
助
を
得
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
南
宋
に
な
っ
て

誕
生
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
「
専
業
的
文
人（
６
（」

で
あ
る
と
も
、「
江
湖
派
」
あ
る
い
は
「
江
湖
詩
人
」
と
も
呼
べ
る
の
で
あ
ろ
う
。
方

回
が
苦
々
し
げ
に
「
瀧
州
劉
過
改
之
の
徒
は
一
人
な
ら
ず
」
と
批
判
し
た
劉
過
（
字
は
改
之
（
と
も
姜
夔
は
交
遊
が
あ
り
、
劉
過
の

「
雨
寒
寄
姜
堯
章
」
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
（『
瀧
州
集
』
巻
三
（。

だ
が
方
回
が
姜
夔
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
た
こ
と
も
な
く
、
ま
た
張
宏
生
氏
も
姜
夔
を
江
湖
派
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
、
姜
夔
は

「
江
湖
詩
派
の
前
人
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
詩
歌
の
創
作
は
、
全
体
的
な
風
格
に
つ
い
て
言
え
ば
、
江
湖
詩
派
の
も
う
一
人
の
前
人
で
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あ
る
劉
過
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
」
と
い
う
。
張
宏
生
『
江
湖
詩
派
研
究
』
の
第
七
章
「
江
湖
詩
品
」
中
に
姜
夔
の
詩
を
取
り
上
げ
、

「
姜
夔
の
作
品
が
当
時
の
詩
壇
で
独
創
的
だ
っ
た
の
は
、
な
に
よ
り
表
現
に
深
遠
な
る
風
韻
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」「
い
わ
ゆ
る
風
韻

と
は
、
作
者
独
自
の
芸
術
的
構
想
が
特
定
の
言
語
形
式
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
、
奥
深
く
豊
か
な
美
し
さ
で
あ
る
」
と
い
い
、
姜
夔
の

詩
論
「
白
石
道
人
詩
説
」
中
に
「
韻
度
は
其
の
飄
逸
を
欲
す
」
と
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る（
７
（。

姜
夔
の
詩
論
で
は
、「
気
象
」「
体
面
」「
血
脈
」「
韻
度
」
の
四
つ
の
要
素
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
韻
度
」
に
つ
い
て
は
、

袁
向
彤
『
姜
夔
与
宋
韻
研
究
』（
斉
魯
書
社
、
二
○
○
七
年
（
な
ど
専
著
も
出
て
、
近
年
、
宋
詞
と
「
韻
」
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
だ
。

「
韻
」
は
も
と
も
と
、
琴
の
描
写
に
多
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
人
物
や
書
画
の
批
評
、
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
は
詩
の
批
評
に
も
、

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
８
（。

姜
夔
の
詩
に
つ
い
て
は
、
中
原
健
二
氏
の
主
催
す
る
暁
風
残
月
会
が
二
○
○
五
年
よ
り
輪
読
会
を
行
い
、
訳
注
稿
を
発
表
し
て
き
た

（『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
第
七
号
～
第
十
四
号
、
佛
教
大
学
中
国
言
語
文
化
研
究
会
、
二
○
○
七
～
二
○
一
四
年
（。
全
詩
の
訳
注
作

業
を
終
え
て
中
原
氏
は
、「
姜
白
石
訳
注
稿
後
記
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
９
（。

白
石
の
詞
が
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
詩
の
方
は
文
学
史
上
で
江
湖
派
の
一
角
を
占
め

る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
筆
者
自
身
の
白
石
詩
に
対
す
る
評
価
が
、
訳
注
を
終
え
て
従
来
と
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
な

い
。
た
だ
、
い
さ
さ
か
奇
妙
だ
が
、
白
石
は
そ
の
詩
よ
り
も
そ
の
詞
の
方
に
、
士
大
夫
と
し
て
の
硬
質
性
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
筆
者
は
、
白
石
の
詞
は
宋
詞
を
集
大
成
し
た
周
邦
彦
の
詞
と
は
異
質
だ
と
ず
っ
と
感
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
あ
る
い
は
、

芸
術
的
才
能
に
恵
ま
れ
る
一
方
で
、
生
涯
を
布
衣
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
白
石
自
身
の
閲
歴
に
関
連
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
官
途
に
就
け
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
詩
は
あ
く
ま
で
「
江
湖
派
」
で
あ
り
、
余
技
の
は
ず
の
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詞
の
方
に
、
か
え
っ
て
「
士
大
夫
性
」
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
「
江
湖
派
」
と
「
士
大
夫
」
が
異
な
る
階
層
と
し
て
対
峙
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
詞
に
お
け
る
士
大
夫
と
は
何
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
無
官
の
文
人
と
し
て
生
活
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
創

作
活
動
を
続
け
、
最
後
に
は
楽
書
の
ほ
か
に
「
一
琴
一
硯
一
蘭
亭
」
が
残
っ
た
と
い
う
姜
夔
の
生
涯
を
追
い
、
姜
夔
に
お
い
て
体
現
さ

れ
た
一
人
の
文
人
と
し
て
統
合
さ
れ
た
人
格
に
つ
い
て
、
論
じ
た
い
。

一
、
士
大
夫
と
江
湖

詞
の
起
源
は
、
隋
唐
の
燕
楽
と
さ
れ
る
。
燕
楽
と
は
宮
廷
音
楽
の
一
種
で
あ
り
、
祭
祀
で
使
用
さ
れ
る
雅
楽
に
対
し
て
、
祭
祀
の
儀

式
が
終
了
し
た
後
や
皇
族
の
誕
生
日
、
外
国
の
使
者
を
も
て
な
す
宴
会
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
、
饗
宴
の
音
楽
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
る
場

面
が
饗
宴
で
あ
る
か
ら
、
燕
楽
に
は
中
国
古
来
の
音
楽
に
加
え
て
、
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
音
楽
（
新
し
い
楽
器
や
曲
を
含
む
（
も
積

極
的
に
演
奏
さ
れ
、
さ
ら
に
歌
の
み
な
ら
ず
踊
り
も
あ
る
。
演
奏
（
歌
や
踊
り
を
含
む
（
の
担
い
手
は
楽
人
（
楽
工
（
や
妓
女
（
宮

女
（
で
、
数
百
人
の
大
規
模
な
編
成
の
曲
か
ら
、
数
人
の
小
規
模
な
も
の
ま
で
あ
っ
た
。

と
く
に
唐
の
玄
宗
の
時
代
に
は
、
宮
中
に
梨
園
を
設
置
し
、
楽
人
を
選
り
す
ぐ
り
、
比
較
的
小
規
模
な
曲
を
演
奏
さ
せ
て
楽
し
ん
だ
。

そ
の
様
子
を
描
い
た
と
さ
れ
る
周
文
矩
「
合
楽
図
」
が
、
シ
カ
ゴ
大
学
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
ま
た
少
し
時
代
を
下
っ
て
南
唐
の
貴

族
の
宴
会
シ
ー
ン
を
描
い
た
「
韓
熙
載
夜
宴
図
」
が
、
北
京
や
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
二
点
の
画
は
、
主
人
の
座

る
位
置
が
左
右
違
う
け
れ
ど
も
、
主
人
の
容
貌
は
た
い
へ
ん
よ
く
似
て
い
て
、
二
点
と
も
楽
人
の
演
奏
を
聴
く
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
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る
。「
韓
熙
載
夜
宴
図
」
の
ほ
う
は
場
面
が
複
数
あ
り
、
主
人
が
太
鼓
を
叩
き
客
が
拍
板
（
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
楽
器
（
を
鳴
ら

し
て
、
演
奏
に
参
加
し
て
い
る
シ
ー
ン
も
描
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

詞
は
こ
う
し
た
音
楽
環
境
の
中
で
発
展
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
士
大
夫
は
音
楽
を
享
受
す
る
側
で
あ
っ
て
、
た
ま
に
太
鼓
や
拍
板
を
打

つ
程
度
の
参
加
は
し
て
も
、
基
本
的
に
は
演
奏
の
担
い
手
は
楽
人
や
妓
女
で
あ
り
、
士
大
夫
が
た
し
な
む
べ
き
楽
器
は
古
代
よ
り
一
貫

し
て
琴
で
あ
っ
た（

（（
（

。
燕
楽
や
燕
楽
か
ら
発
展
し
た
詞
楽
の
演
奏
場
面
と
は
違
い
、
琴
を
奏
で
る
の
は
自
分
一
人
の
と
き
、
も
し
く
は
己

を
理
解
し
て
く
れ
る
ご
く
少
数
の
友
人
、
い
わ
ゆ
る
「
知
音
」
の
前
に
限
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
北
宋
の
徽
宗
が
琴
を
弾
い
て
い
る
様
子

を
描
い
た
「
聴
琴
図
」
が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
徽
宗
を
主
人
と
し
た
お
茶
会
を
描
い
た
「
文
会
図
」
で
も
、
後
方
の
木
陰
に
琴
が
ひ
っ

そ
り
と
置
い
て
あ
り
、
琴
は
文
人
の
集
い
に
よ
く
登
場
す
る
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
た
。

士
大
夫
や
文
人
は
曲
の
歌
辞
で
あ
る
詞
を
作
る
の
で
あ
っ
て
、
楽
器
を
演
奏
し
た
り
歌
い
踊
っ
た
り
す
る
の
は
楽
人
や
妓
女
で
あ
る
。

楽
人
や
妓
女
が
詞
を
作
る
こ
と
も
ま
た
、
な
い
。
両
者
は
か
な
り
厳
格
に
棲
み
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
社
会
的
階
層
の
違
い
が
そ

の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
士
大
夫
」
と
「
文
人
」
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
こ
う
。

村
上
哲
見
氏
の
「
文
人
・
士
大
夫
・
読
書
人（

（1
（

」
に
よ
れ
ば
、「
中
国
に
お
け
る
伝
統
的
な
知
識
人
の
類
型
を
成
立
さ
せ
て
い
る
要
件

と
し
て
次
の
三
つ
の
柱
が
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。
Ａ
＝
人
文
的
教
養
（
古
典
の
素
養
と
作
詩
文
の
能
力
（、
Ｂ
＝
「
知
国
平
天
下
」

の
使
命
感
（
官
僚
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
（、
Ｃ
＝
「
尚
雅
の
精
神
（
作
詩
文
の
み
な
ら
ず
書
画
音
楽
な
ど
の
芸
術
に
秀
で
る
こ
と
（

の
三
つ
で
、
Ａ
は
「
読
書
人
」
の
成
立
要
件
、「
士
大
夫
」
は
Ａ
と
Ｂ
を
備
え
て
い
る
も
の
、「
文
人
」
は
Ａ
と
Ｃ
を
備
え
て
い
る
も
の
。

北
宋
時
代
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
兼
ね
備
え
た
蘇
軾
の
よ
う
な
「
官
僚
文
人
」
が
い
て
、
南
宋
時
代
に
も
同
じ
タ
イ
プ
の
人
が
い
る
が
全
く
異
な
る

タ
イ
プ
の
人
々
も
登
場
し
た
。
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一
例
と
し
て
姜
夔
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
時
す
で
に
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
詞
に
お
い
て
は
南
宋
随
一

の
名
声
が
あ
り
、
そ
れ
と
関
連
す
る
が
、
音
楽
に
通
じ
て
み
ず
か
ら
作
曲
も
し
、
宮
廷
音
楽
に
つ
い
て
の
意
見
書
（「
大
楽
議
」（

を
献
上
し
た
り
し
て
い
る
。
更
に
書
家
、
書
論
家
と
し
て
知
ら
れ
、
詩
集
・
詞
集
の
ほ
か
に
、
詩
論
・
音
楽
論
・
書
論
・
法
帖
研

究
な
ど
の
著
述
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
官
途
に
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
け
っ
き
ょ
く
官
職
と
は
い
っ
さ
い

無
縁
で
、
も
っ
ぱ
ら
風
雅
の
名
士
と
し
て
生
涯
を
送
っ
た
。

　

無
官
の
詩
人
と
い
う
点
で
は
、
北
宋
で
も
林
逋
（
林
和
靖
（
の
よ
う
な
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は
世
間
と
交
わ
り
を
絶
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
隠
者
の
系
列
に
属
す
る
人
で
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
姜
夔
以
下
さ
き
に
挙
げ
た
人
々
は
、
概
ね
皇
族
や
高
級
官
僚
な
ど
と
交

際
し
、
い
わ
ば
社
交
界
の
花
形
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
隠
者
」
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
人
間
類
型
と

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

け
っ
き
ょ
く
こ
れ
ら
の
人
々
こ
そ
は
、
理
念
的
に
求
め
ら
れ
る
「
文
人
」
な
る
も
の
を
、
も
っ
と
も
純
粋
な
か
た
ち
で
、
も
っ

と
も
よ
く
具
現
し
た
人
々
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
文
人
」
の
典
型
と
し
て
よ
い
。

詞
は
も
と
も
と
饗
宴
の
場
が
あ
り
、
饗
宴
の
音
楽
が
あ
り
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
曲
に
つ
け
ら
れ
た
歌
辞
か
ら
発
展
し
た
た
め
、
北

宋
の
時
代
に
な
っ
て
も
詞
を
制
作
・
享
受
す
る
場
面
は
宴
席
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
へ
「
士
大
夫
」
た
る
べ
き
要
素
を
持
っ
た

人
々
が
歌
辞
の
作
者
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
詩
を
以
て
詞
を
作
る
」
と
評
さ
れ
た
蘇
軾
や
、「
賦
を
以
て
詞
を
作
る
」
と

評
さ
れ
た
周
邦
彦
が
現
れ
、
詞
に
う
た
う
内
容
を
拡
大
し
、
表
現
を
豊
か
に
し
た
。
柳
永
の
よ
う
に
花
柳
界
に
入
り
浸
っ
て
遊
ん
で
い

た
人
で
も
科
挙
を
受
験
し
て
お
り
、
結
果
は
と
も
か
く
、
志
と
し
て
は
「
知
国
平
天
下
」
の
使
命
感
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
、
あ
る
い

は
持
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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職
位
の
高
低
は
あ
れ
ど
も
官
僚
で
あ
る
こ
と
が
、
士
大
夫
と
し
て
の
理
念
を
実
現
し
、
同
時
に
文
人
と
し
て
の
理
想
を
追
求
す
る
こ

と
を
担
保
し
て
お
り
、
北
宋
の
時
代
は
そ
う
し
た
「
官
僚
文
人
」
が
詞
の
主
な
作
者
と
な
っ
た
。

一
方
、「
知
国
平
天
下
」
の
使
命
感
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
実
践
す
る
担
保
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
、「
江
湖
の
遊
士
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
、
無
位
無
官
で
あ
る
と
か
下
級
官
僚
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
て
も
、「
下
層
の
士
大
夫
」「
下
級
士
大
夫（

（1
（

」
と
言
っ
て

よ
い
の
か
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
。
官
僚
と
し
て
の
地
位
が
低
い
（
ま
た
は
無
い
（
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
文
学
者
と
し
て
も
評
価

が
低
い
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
ど
う
か
。「
士
大
夫
」
が
、
古
代
封
建
制
度
時
代
の
身
分
階
層
と
し
て
の
「
士
」「
大
夫
」
で
は
な
く
、

中
央
集
権
的
官
僚
制
に
お
け
る
官
僚
が
持
つ
べ
き
理
念
（「
知
国
平
天
下
」
の
使
命
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
で
あ
る
な
ら
ば
、
理
念

に
対
し
て
上
層
下
層
、
上
級
下
級
と
い
う
レ
ベ
ル
分
け
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
知
国
平
天
下
」
の
使
命
感
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
と
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
職
位
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
本
来
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。

ふ
り
か
え
っ
て
方
回
は
、「
江
湖
遊
士
」
と
「
士
大
夫
」
を
対
比
さ
せ
て
当
時
の
詩
人
の
状
況
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、「
士
」

の
中
に
官
職
を
持
た
な
い
「
遊
士
」
と
（
比
較
的
上
級
の
（
官
職
を
持
つ
「
士
大
夫
」
が
い
て
、
さ
ら
に
代
々
官
僚
を
輩
出
し
て
安
定

し
た
地
位
の
あ
る
「
望
門
」
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

南
宋
の
当
時
、「
江
湖
遊
士
」
が
大
量
に
出
現
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
金
の
侵
攻
に
よ
る
宋
室
の
南
渡
、
先
祖
伝
来
の
土
地
を
失

っ
て
一
緒
に
南
渡
し
た
人
々
が
江
南
地
区
に
集
中
し
た
こ
と
、
書
院
の
発
達
も
あ
っ
て
教
育
水
準
は
高
く
、
科
挙
制
度
改
革
に
よ
り
受

験
者
と
合
格
者
が
増
大
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
冗
官
（
余
剰
な
官
職
（
も
増
え
て
い
た
こ
と
、
通
貨
膨
張
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
で
生
活

水
準
が
下
が
っ
た
こ
と
、
な
ど
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る（

（1
（

。
南
宋
四
大
家
の
一
人
と
さ
れ
る
陸
游
で
さ
え
、
二
十
九
歳
で
科
挙
の
解
試

（
両
浙
路
漕
試
（
を
首
席
で
合
格
し
た
が
、
こ
れ
が
当
時
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
秦
檜
の
孫
の
秦
塤
を
差
し
置
い
た
と
し
て
、
省
試
で

不
合
格
に
さ
れ
る
と
い
う
妨
害
を
受
け
、
秦
檜
が
亡
く
な
っ
て
後
、
三
十
四
歳
で
福
州
寧
徳
県
（
福
建
省
寧
徳
市
（
主
簿
と
し
て
出
仕
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し
た
の
が
、
官
僚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
陸
游
は
越
州
山
陰
（
浙
江
省
紹
興
（
の
人
、
先
祖
伝
来
の
土
地
も
あ
り
、
占
い
で
生

計
を
立
て
る
よ
う
な
こ
と
は
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
が
、
陸
游
と
い
え
ば
主
戦
派
の
愛
国
詩
人
と
し
て
名
高
く
、
官
界
で
不
遇
だ
っ
た

こ
と
を
以
て
下
流
や
下
層
の
士
大
夫
と
評
す
る
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
。
方
回
が
戴
復
古
に
つ
い
て
「
石
屏
の
人
と
為
り
は
、
則
ち
否
ら

ず
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
結
局
は
そ
の
人
の
志
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
個
別
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
判
断
の
拠
り
所
と
な
る
の

は
作
品
で
あ
る
。

姜
夔
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
官
途
に
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
け
っ
き
ょ
く
官
職
と
は
い
っ
さ
い
無
縁
」
だ
っ
た

と
い
う
の
は
、
慶
元
三
年
（
一
一
九
七
（、
四
十
三
歳
の
時
に
『
大
楽
議
』
一
巻
、『
琴
瑟
考
古
図
』
一
巻
を
上
書
す
る
が
採
用
さ
れ
ず
、

慶
元
五
年
（
一
一
九
九
（、
四
十
五
歳
の
時
に
「
聖
宋
鐃
歌
鼓
吹
曲
」
十
四
章
を
作
り
、
献
上
し
て
「
免
解
」（
解
試
免
除
（
と
な
り
礼

部
試
に
応
じ
た
が
及
第
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
。
科
挙
を
何
度
も
受
験
し
て
落
ち
て
い
た
形
跡
は
な
い
の
で
、
姜
夔
が
仕
官
に
熱
心

だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
し
、
実
際
、
何
ら
か
の
官
職
に
つ
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
宋
代
、
官
途
に
つ
く
ル
ー
ト
は
科

挙
以
外
に
も
け
っ
こ
う
あ
っ
て
、
嘉
定
六
年
（
一
二
一
三
（
の
吏
部
四
選
の
名
簿
で
、
三
万
八
千
七
百
七
十
名
の
官
員
の
う
ち
二
万
一

千
八
百
八
十
二
名
が
「
恩
蔭
（
朝
廷
の
慶
事
に
官
員
の
子
孫
が
特
別
に
国
子
監
入
学
を
許
可
さ
れ
仕
官
す
る
こ
と
（」
で
選
ば
れ
た
人

で
、
進
士
五
千
三
百
名
は
「
恩
蔭
」
出
身
者
の
四
分
の
一
に
満
た
ず
、
し
か
も
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
「
特
奏
名
（
進
士
に
何
度
も

落
第
し
た
者
の
中
か
ら
特
別
に
本
科
出
身
の
資
格
を
与
え
る
も
の
（」
だ
っ
た
、
と
い
う（

（1
（

。
科
挙
を
受
験
し
進
士
と
な
っ
て
、
政
治
の

中
枢
で
活
躍
し
つ
つ
詞
詩
の
制
作
に
励
む
と
い
う
、
北
宋
の
蘇
軾
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
官
僚
文
人
」
が
成
立
し
づ
ら
い
状
況
が
、

南
宋
に
は
あ
っ
た
。

も
と
も
と
饗
宴
の
場
で
演
奏
さ
れ
る
曲
の
歌
辞
で
あ
る
詞
を
、
中
央
政
界
で
活
躍
す
る
「
士
大
夫
」
ま
で
も
が
制
作
す
る
と
い
う
の

は
、
詞
の
歴
史
に
と
っ
て
は
発
展
し
た
形
で
あ
っ
た
。
北
宋
の
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
南
宋
に
は
そ
れ
と
は
異
な
る
タ
イ
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プ
の
詞
人
も
出
現
し
た
と
し
て
、
姜
夔
の
よ
う
な
「
非
官
僚
文
人
」
が
注
目
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
で
は
「
非
官
僚
文
人
」
＝
「
非

士
大
夫
」
と
い
う
こ
と
に
た
だ
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
雅
楽
に
対
し
て
朝
廷
に
意
見
を
述
べ
、
自
分
の
理
論
に
従
っ
て
歌
辞
も
作
っ

て
上
書
す
る
、
そ
こ
に
「『
知
国
平
天
下
』
の
使
命
感
」
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
姜
夔
は
官
僚
で

は
な
か
っ
た
が
、「
士
大
夫
」
と
し
て
の
理
念
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

名
の
「
夔
」
は
、
古
代
の
龍
に
似
た
一
本
足
の
怪
獣
で
あ
り
、
か
つ
堯
舜
時
代
に
楽
で
天
下
を
正
し
た
楽
官
の
名
前
で
あ
る
。
姜
夔

は
、
名
が
「
夔
」
で
あ
る
か
ら
、
字
を
「
堯
章
」
と
い
う
。
蘇
泂
の
挽
詩
「
至
馬
塍
哭
堯
章
」
に
、

除
却
楽
書
誰
殉
葬
、	
楽
書
を
除
却
し
て
誰
か
殉
葬
せ
ん
、

一
琴
一
硯
一
蘭
亭
。	

一
琴　

一
硯　

一
蘭
亭
。

と
あ
る
「
楽
書
」
と
は
『
大
楽
議
』
の
こ
と
で
あ
り
、
蘇
泂
は
ほ
か
に
も
「
春
日
懐
詹
梁
（
春
日　

詹
梁
を
懐
か
し
む
（」
詩
で
、

前
回
識
得
白
石
生
、	

前
回
識
り
得
た
り　

白
石
生
、

聞
韶
尽
美
一
夔
足
。	

韶
を
聞
き
美
を
尽
く
す　

一
夔
足
。

と
詠
ん
で
い
る
。「
韶
」
は
舜
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
伝
説
上
の
楽
曲
。
姜
夔
が
雅
楽
を
正
す
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
を
正
そ
う
と
す
る
意

志
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
姜
夔
の
晩
年
の
生
活
を
知
る
蘇
泂
は
貴
重
な
も
の
と
し
て
挽
詩
に
と
ど
め
た
の
だ
ろ
う
。
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二
、
江
湖
に
生
き
る

で
は
姜
夔
自
身
は
、
自
分
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

姜
夔
は
早
く
に
父
を
亡
く
し
、
嫁
い
だ
姉
を
頼
っ
て
漢
陽
（
今
の
武
漢
市
（
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
時
に
洞
庭
湖
の
周
辺
や
、
長
江
を

下
っ
て
揚
州
（
江
蘇
省
（
な
ど
を
旅
し
な
が
ら
青
年
期
を
過
ご
し
た
。
三
十
二
歳
の
時
に
長
沙
で
蕭
徳
藻
と
知
り
合
っ
て
意
気
投
合
し
、

蕭
徳
藻
が
任
期
を
終
え
て
故
郷
の
湖
州
へ
帰
る
の
に
従
い
、
姜
夔
も
漢
陽
を
離
れ
た
。
蕭
徳
藻
は
兄
の
娘
を
姜
夔
に
嫁
が
せ
、
友
人
の

楊
万
里
を
紹
介
し
、
楊
万
里
は
さ
ら
に
范
成
大
に
姜
夔
を
紹
介
す
る
と
い
う
形
で
、
著
名
な
詩
人
と
の
交
遊
が
始
ま
る
。

楊
万
里
の
「
送
姜
夔
堯
章
謁
石
湖
先
生
（
姜
夔
堯
章
の
石
湖
先
生
に
謁
す
る
を
送
る
（」
詩
に
、

吾
友
夷
陵
蕭
太
守
、	

吾
が
友　

夷
陵
の
蕭
太
守
、

逢
人
説
君
不
離
口
。	

人
に
逢
え
ば
君
を
説
い
て
口
を
離
れ
ず
。

袖
詩
東
来
謁
老
夫
、	

詩
を
袖
に
し
東
来
し
て
老
夫
に
謁
す
る
も
、

慚
無
高
価
当
璠
璵
。	

高
価
の
璠は
ん
よ璵

に
当
た
る
無
き
を
慚
ず
。

翻
然
却
買
松
江
艇
、	

翻
然
と
し
て
却
っ
て
松
江
の
艇
を
買
い
、

径
去
蘇
州
参
石
湖
。	

径た
だ

ち
に
蘇
州
に
去
き
て
石
湖
に
参
ぜ
よ
。

と
あ
る
。
蕭
徳
藻
が
姜
夔
に
惚
れ
込
ん
で
友
人
の
楊
万
里
に
紹
介
し
、
楊
万
里
は
自
身
で
は
援
助
す
る
力
が
な
い
と
し
て
范
成
大
へ
の
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推
薦
の
詩
を
く
れ
た
。
姜
夔
は
こ
の
と
き
、「
次
韻
誠
齋
送
僕
往
見
石
湖
長
句
（
誠
齋
の
僕
が
往
き
て
石
湖
に
見
う
る
を
送
る
長
句
に

次
韻
す
（」
詩
を
楊
万
里
に
返
し
た
。

楊
万
里
の
推
薦
の
詩
を
持
っ
て
、
姜
夔
は
蘇
州
で
隠
居
生
活
を
送
っ
て
い
た
范
成
大
を
訪
ね
た
。
淳
熙
十
四
年
（
一
一
八
七
（
六
月

四
日
、
姜
夔
三
十
三
歳
、
こ
の
日
は
范
成
大
の
誕
生
日（

（1
（

で
あ
り
、
姜
夔
は
「
石
湖
仙
」
と
い
う
自
度
曲
を
作
っ
た
。

　
　

石
湖
仙　

越
調　

寿
石
湖
居
士
（
石
湖
居
士
を
寿
ぐ
（

松
江
烟
浦
、
是
千
古
三
高
、
游
衍
佳
处
。　

松
江
の
烟
浦
、
是
れ
千
古
の
三
高
、
游
衍
せ
し
佳
处
。

須
信
石
湖
仙
、
似
鸱
夷
翩
然
引
去
。　
　
　

須
ら
く
信
ず
べ
し　

石
湖
仙
の
、
鸱
夷
に
似
て
翩
然
と
引
去
せ
し
を
。

浮
雲
安
在
、
我
自
愛
緑
香
紅
舞
。　
　
　
　

浮
雲　

安い
づ
く

に
か
在
る
、
我　

緑
香
紅
舞
を
自
愛
す
。

容
与
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

容
与
た
り
。

看
世
間
幾
度
今
古
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
間
の
幾
度
の
今
古
を
看
ん
。

魯
溝
旧
曾
駐
馬
、
為
黄
花
閑
吟
秀
句
。　
　

魯
溝　

旧
く
曾
て
馬
を
駐
め
、
黄
花
の
為
に
秀
句
を
閑
吟
す
。

見
説
胡
児
、
也
学
綸
巾
敧
雨
。　
　
　
　
　

見き
く
な
ら説
く　

胡
児
も
綸
巾
の
雨
に
敧か
た
ぶ

く
を
学ま
ね

る
と
。

玉
友
金
蕉
、
玉
人
金
縷
、
緩
移
筝
柱
。　
　

玉
友
と
金
蕉
と
、
玉
人
と
金
縷
と
、
緩
や
か
に
筝
柱
を
移
す
。

聞
好
語
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

好
語
を
聞
く
。

明
年
定
在
槐
府
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
年
定
め
て
槐
府
に
在
ら
ん
。
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前
段
は
、
范
成
大
が
「
三
高
」
す
な
わ
ち
高
潔
の
士
と
し
て
有
名
な
越
の
范
蠡
・
晋
の
張
翰
・
唐
の
陸
亀
蒙
の
祠
の
あ
る
地
で
、

「
鸱
夷
」（
范
蠡
の
号
（
の
よ
う
に
悠
然
と
隠
居
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
後
段
は
誕
生
日
の
宴
の
様
子
を
、
范
成
大

が
金
国
に
使
者
と
し
て
赴
い
た
際
に
金
人
も
范
成
大
の
文
人
た
る
姿
に
感
化
さ
れ
て
頭
巾
を
真
似
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
か
ら
め
な
が
ら
、

豪
華
で
華
や
か
な
語
句
を
並
べ
て
宴
会
の
盛
大
さ
を
描
写
し
、
最
後
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
は
い
ず
れ
ま
た
必
要
な
と
き
に
は
「
槐

府
」（
学
士
院
（
に
用
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
、
と
祝
福
し
て
い
る
。

誕
生
日
を
祝
う
詩
や
詞
に
つ
い
て
は
、
中
原
健
二
氏
に
「
寿
詞
を
め
ぐ
っ
て　

誕
生
日
と
除
夜（

（1
（

」
と
い
う
論
考
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
誕
生
日
を
祝
う
風
習
は
六
朝
の
頃
か
ら
あ
っ
た
が
、
士
大
夫
が
誕
生
日
に
祝
い
の
宴
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
宋
代
か
ら
で
、

祝
い
の
詩
（
寿
詩
（
は
北
宋
か
ら
盛
ん
に
作
ら
れ
、
祝
い
の
詞
（
寿
詞
（
は
南
宋
に
な
っ
て
盛
ん
に
な
っ
た
。
中
原
氏
は
、「
宋
代
に

至
っ
て
頌
寿
の
宴
が
士
大
夫
間
で
習
慣
と
し
て
確
立
さ
れ
る
と
、
詞
は
実
際
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
歌
唱
さ
れ
得
た
た
め
に
、
頌
寿

の
宴
に
最
も
相
応
し
い
文
学
形
式
と
認
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
、
寿
詩
と
寿
詞
を
多
作
し
た

詩
人
（
詞
人
（
を
挙
げ
、「
寿
詞
を
多
作
し
た
の
は
ほ
と
ん
ど
詞
の
非
専
家
で
あ
り
、
…
…
寿
詞
が
寿
詩
の
延
長
線
上
に
生
ま
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
」
と
指
摘
す
る
。

中
原
氏
は
ま
た
、
当
時
は
年
齢
を
数
え
年
で
数
え
て
い
て
、
人
が
一
つ
年
を
取
る
の
は
誕
生
日
で
は
な
く
正
月
一
日
だ
っ
た
が
、
南

宋
に
な
る
と
誕
生
日
で
満
年
齢
を
数
え
る
意
識
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
、
と
い
う
指
摘
も
し
て
い
る
。
姜
夔
の
「
石
湖
仙
」
は
誕
生

日
の
ほ
う
、
し
か
も
単
な
る
寿
詞
で
は
な
く
、
自
分
で
作
曲
し
た
詞
を
贈
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
特
異
で
あ
る
。

范
成
大
は
姜
夔
よ
り
三
十
歳
ほ
ど
年
長
で
、
紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
（
に
范
成
大
が
亡
く
な
る
ま
で
数
年
間
、
交
遊
が
続
い
た
。
そ

の
間
、
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
（、
姜
夔
三
十
七
歳
の
時
に
は
、
冬
に
雪
の
中
を
蘇
州
ま
で
范
成
大
を
訪
ね
、
一
ヶ
月
ほ
ど
逗
留
し
た
。

「
雪
中
訪
石
湖
（
雪
中　

石
湖
を
訪
ぬ
（」
詩
、「
玉
梅
令
」
詞
、「
暗
香
」
詞
（
自
度
曲
（、「
疏
影
」
詞
（
自
度
曲
（
を
作
り
、
歌
の
上
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手
な
家
妓
小
紅
を
贈
ら
れ
た
。
除
夜
、
范
成
大
と
別
れ
て
、「
除
夜
帰
苕
渓
（
除
夜　

苕
渓
に
帰
る
（」
十
絶
を
作
る
。「
暗
香
」
の
詞

序
に
、辛

亥
之
冬
、
予
載
雪
詣
石
湖
。
止
既
月
、
授
簡
索
句
、
且
徴
新
声
、
作
此
両
曲
。
石
湖
把
玩
不
已
、
使
工
妓
隷
習
之
、
音
節
諧
婉
、

乃
名
之
曰
「
暗
香
」「
疏
影
」。

辛
亥
の
冬
、
雪
の
中
、
石
湖
を
訪
ね
た
。
一
ヶ
月
逗
留
し
、
紙
を
渡
さ
れ
詩
句
を
作
り
、
ま
た
新
し
い
曲
を
作
る
よ
う
求
め
ら
れ

た
。
そ
う
し
て
出
来
た
の
が
、
こ
の
二
曲
で
あ
る
。
石
湖
は
称
賛
し
て
や
ま
ず
、
家
妓
に
練
習
さ
せ
た
。
音
節
は
調
和
し
て
柔
ら

か
く
、「
暗
香
」「
疏
影
」
と
名
づ
け
た
。

と
あ
り
、
こ
の
年
の
冬
の
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん
有
名
な
、
風
流
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、「
暗
香
」「
疏
影
」

は
姜
夔
の
代
表
作
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
玉
梅
令
」
は
、
詞
序
に
よ
れ
ば
范
成
大
が
作
っ
た
曲
で
、
そ
れ
に
詞
を
填
め
る
よ
う
范
成
大
が
要
望
し
た
、
と
い
う
。

石
湖
家
自
制
此
声
、
未
有
語
実
之
、
命
予
作
。
石
湖
宅
南
、
隔
河
有
圃
曰
苑
村
、
梅
開
雪
落
、
竹
院
深
静
、
而
石
湖
畏
寒
不
出
、

故
戯
及
之
。

石
湖
の
家
で
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
作
曲
し
た
が
、
ま
だ
歌
辞
を
当
て
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
私
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
。
石
湖
の
邸
宅

の
南
に
、
河
を
へ
だ
て
て
田
園
が
あ
り
苑
村
と
い
っ
た
。
梅
が
咲
き
、
そ
こ
へ
雪
が
降
り
、
竹
の
あ
る
庭
は
静
か
で
あ
る
が
、
石

湖
が
寒
が
っ
て
出
な
か
っ
た
の
で
、
戯
れ
に
そ
れ
を
詠
ん
だ
。
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范
成
大
は
政
界
を
病
で
引
退
し
た
後
、
故
郷
の
蘇
州
に
あ
る
石
湖
（
蘇
州
の
西
南
に
あ
り
太
湖
に
通
じ
る
（
で
隠
居
し
た
。「
畏
寒
不

出
」
も
、
病
身
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
梅
が
好
き
で
、
庭
の
三
分
の
一
は
梅
の
樹
だ
っ
た
と
い
う
。「
暗
香
」「
疏
影
」「
玉
梅
令
」

と
も
に
、
梅
を
詠
ん
だ
詞
で
あ
る
。

「
玉
梅
令
」
は
、
詞
序
に
「
石
湖
」
で
は
な
く
「
石
湖
家
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
范
成
大
自
身
が
作
曲
し
た
の
で
は
な
く
、
家
で
抱

え
て
い
る
楽
人
に
作
曲
さ
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

范
成
大
と
音
楽
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
酔
吟
商
小
品
」
の
詞
序
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
（
の
初
夏
、

す
な
わ
ち
冬
に
雪
を
お
し
て
石
湖
を
訪
ね
る
よ
り
半
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
金
陵
（
南
京
（
で
楊
万
里
に
会
っ
た
。
そ
の
時
に
作
っ

た
自
度
曲
「
酔
吟
商
小
品
」
の
詞
序
に
云
う
、

石
湖
老
人
謂
予
云
、「
琵
琶
有
四
曲
、
今
不
伝
矣
。
曰
濩
索
（
一
曰
濩
弦
（
梁
州
、
転
関
緑
腰
、
醉
吟
商
湖
渭
州
、
歴
弦
薄
媚

也
。」
予
每
念
之
。
辛
亥
之
夏
、
予
謁
楊
廷
秀
丈
於
金
陵
邸
中
、
遇
琵
琶
工
解
作
醉
吟
商
胡
渭
州
、
因
求
得
品
弦
法
、
訳
成
此
譜
、

実
双
声
耳
。

石
湖
老
人
が
私
に
、「
琵
琶
に
四
曲
、
い
ま
に
伝
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
濩
索
（
濩
弦
（
梁
州
、
転
関
緑
腰
、
醉
吟
商
湖
渭
州
、

歴
弦
薄
媚
で
あ
る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
ず
っ
と
こ
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
辛
亥
（
紹
熙
二
年
（
の
夏
、
楊
廷
秀
さ

ま
（
廷
秀
は
楊
万
里
の
字
（
の
金
陵
の
お
屋
敷
で
、「
醉
吟
商
胡
渭
州
」
を
解
す
る
琵
琶
工
に
遭
っ
た
。
そ
こ
で
品
弦
法
を
求
め
、

こ
の
譜
面
に
訳
し
た
。
実
は
双
声
調
で
あ
っ
た
。

楊
万
里
の
と
こ
ろ
で
琵
琶
工
に
会
っ
て
「
酔
吟
商
小
品
」
を
作
っ
た
の
が
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
（
の
初
夏
で
、
そ
れ
以
前
に
范
成
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大
か
ら
琵
琶
の
四
曲
の
話
を
聞
い
て
心
に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
最
初
に
誕
生
祝
い
の
宴
で
会
っ
た
時
に
出
た
話
題
か
も
知
れ

な
い
。
そ
こ
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、「
胡
渭
州
」
は
唐
の
教
坊
曲
。
琵
琶
の
楽
工
で
演
奏
で
き
る
者
に
会
っ
た
の
で
、「
品
弦
法
」

（
演
奏
法
（
か
ら
「
訳
成
此
譜
」
と
あ
る
。「
此
譜
」
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
琵
琶
譜
で
あ
ろ
う
か
。「
品
」
は
琵
琶
の
面
に
つ
い
て

い
る
フ
レ
ッ
ト
。

敦
煌
莫
高
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
代
の
文
書
の
中
に
楽
譜
が
あ
り
、
そ
れ
が
琵
琶
譜
で
あ
る
と
し
て
研
究
が
始
ま
っ
た
の
は
、
十
九

世
紀
で
あ
る
。
琵
琶
は
西
域
か
ら
伝
来
し
た
楽
器
で
、
唐
代
燕
楽
の
音
楽
理
論
の
基
礎
と
な
る
。
姜
夔
が
琵
琶
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
の

関
心
が
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
唐
代
の
曲
に
は
関
心
が
あ
っ
た
。
范
成
大
を
訪
問
す
る
よ
り
も
さ
ら
に
前
、
漢
陽
に
い
た
青
年

時
代
、
長
沙
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
に
、
楽
工
か
ら
「
商
調
霓
裳
曲
」
十
八
闋
を
得
た
と
し
て
、「
霓
裳
中
序
第
一
」
と
い
う
詞
を
作
っ

て
い
る
。
詞
序
に
云
う
、

丙
午
歳
、
留
長
沙
、
登
祝
融
、
因
得
其
祠
神
之
曲
、
曰
黄
帝
塩
、
蘇
合
香
。
又
於
楽
工
故
書
中
得
商
調
霓
裳
曲
十
八
闋
、
皆
虚
譜

無
詞
。
按
沈
氏
楽
律
「
霓
裳
道
調
」、
此
乃
商
調
、
楽
天
詩
云
「
散
序
六
闋
」、
此
特
両
闋
。
未
知
孰
是
。
然
音
節
閑
雅
、
不
類
今

曲
。
予
不
暇
尽
作
、
作
中
序
一
闋
伝
於
世
。
予
方
羈
遊
、
感
此
古
音
、
不
自
知
其
詞
之
怨
抑
也
。

丙
午
の
歳
（
淳
熙
十
三
年
＝
一
一
八
六
年
（、
長
沙
に
留
ま
っ
て
、
祝
融
峰
に
登
り
、
そ
の
祠
神
の
曲
を
得
た
。「
黄
帝
塩
」「
蘇

合
香
」
と
い
う
。
ま
た
楽
工
の
旧
書
の
中
か
ら
「
商
調
霓
裳
曲
」
十
八
闋
を
得
た
。
ど
れ
も
譜
だ
け
で
歌
辞
が
な
か
っ
た
。
沈
氏

（
沈
括
（
の
（『
夢
渓
筆
談
』
中
の
（「
楽
律
」
に
は
「
霓
裳
道
調
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
商
調
で
あ
る
。
白
楽
天
の
詩
（「
和
元
微

之
霓
裳
羽
衣
歌
」（
に
「
散
序
六
闋
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
二
闋
し
か
な
い
。
同
じ
も
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
音
節

は
閑
雅
で
、
今
曲
に
は
な
い
類
の
も
の
で
あ
る
。
私
は
全
曲
を
作
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
中
序
一
闋
を
作
っ
て
世
に
伝
え
よ
う
。
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ち
ょ
う
ど
旅
先
で
こ
の
古
音
に
感
じ
た
の
で
、
歌
辞
は
自
然
と
憂
鬱
な
感
じ
に
な
っ
た
。

白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
登
場
す
る
有
名
な
「
霓
裳
羽
衣
曲
」
の
音
楽
的
考
証
は
い
ま
措
く
が
、
長
沙
で
は
、
後
に
楊
万
里
や
范
成

大
を
紹
介
し
て
く
れ
る
蕭
徳
藻
と
出
会
っ
て
、
客
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
年
、
姜
夔
は
正
月
か
ら
半
年
ほ
ど
長
沙
に
い
て
、
詩
詞
や
詩

論
（『
詩
説
』
一
巻
（
を
作
っ
て
い
る
。
祝
融
峰
に
登
っ
た
の
は
秋
の
こ
と
。「
故
書
」
を
持
っ
て
い
た
「
楽
工
」
は
、
蕭
徳
藻
の
家
妓

で
あ
ろ
う
か
。

長
沙
の
蕭
徳
藻
の
も
と
に
は
姜
夔
の
他
に
も
、
い
ま
と
な
っ
て
は
名
前
し
か
伝
わ
ら
な
い
文
人
や
、
蕭
徳
藻
の
親
戚
筋
も
集
ま
っ
て
、

風
雅
な
遊
び
を
し
て
い
た
。「
湘
月
」
詞
の
序
に
云
う
、

長
溪
楊
声
伯
典
長
沙
楫
棹
、
居
瀕
湘
江
。
窓
間
所
見
、
如
燕
公
・
郭
熙
画
図
、
卧
起
幽
適
。
丙
午
七
月
既
望
、
声
伯
約
予
与
趙
景

鲁
、
景
望
、
蕭
和
父
、
裕
父
、
時
父
、
恭
父
大
舟
浮
湘
、
放
乎
中
流
。
山
水
空
寒
、
煙
月
交
映
、
凄
然
其
為
秋
也
。
坐
客
皆
小
冠

綀
服
、
或
弹
琴
、
或
浩
歌
、
或
自
酌
、
或
援
筆
搜
句
。
予
度
此
曲
、
即
「
念
奴
嬌
」
之
鬲
指
声
也
、
於
双
調
中
吹
之
。
鬲
指
亦
謂

之
過
腔
、
見
晁
無
咎
集
。
凡
能
吹
竹
者
、
便
能
過
腔
也
。

長
溪
（
福
建
省
霞
浦
南
（
の
楊
声
伯
（
不
詳
（
が
長
沙
の
楫
棹
（
船
の
航
運
（
を
管
轄
す
る
役
職
に
つ
い
て
、
湘
江
の
そ
ば
に
住

ん
だ
。
窓
か
ら
見
え
る
風
景
は
、
ま
る
で
燕
公
（
宋
代
の
画
家
燕
文
貴
か
燕
粛
？
（
や
郭
熙
（
五
代
北
宋
の
山
水
画
家
（
の
絵
画

の
よ
う
で
、
優
雅
で
閑
静
な
日
々
で
あ
る
。
丙
午
（
淳
熙
十
三
年
（
の
七
月
既
望
（
望
月
の
翌
日
（、
声
伯
が
私
と
趙
景
鲁
や
景

望
（
と
も
に
不
詳
（、
蕭
和
父
・
裕
父
・
時
父
・
恭
父
（
不
詳
。
蕭
徳
藻
の
子
や
甥
（
と
約
束
し
て
湘
江
に
大
き
な
船
を
浮
か
べ
、

江
の
中
央
ま
で
進
ん
だ
。
山
水
は
ひ
っ
そ
り
と
冷
た
く
、
靄
に
け
ぶ
る
月
が
映
え
、
物
寂
し
い
秋
で
あ
る
。
座
上
の
客
人
は
み
な
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質
素
な
服
装
（
小
さ
な
帽
子
と
麻
の
服
（
で
、
琴
を
弾
い
た
り
、
高
歌
し
た
り
、
自
分
で
酌
を
し
て
酒
を
飲
ん
だ
り
、
ま
た
筆
を

と
っ
て
詩
句
を
ひ
ね
っ
た
。
私
は
こ
の
曲
を
作
曲
し
た
。「
念
奴
嬌
」
の
鬲
指
声
で
あ
り
、
双
調
で
吹
く
。「
鬲
指
」
は
「
過
腔
」

と
も
言
い
、
晁
補
之
（
一
○
五
三
～
一
一
一
○
、
字
は
無
咎
、
黄
庭
堅
ら
と
と
も
に
蘇
門
四
学
士
と
呼
ば
れ
た
（
の
集
に
見
え
る
。

管
竹
（
簫
や
笛
（
を
吹
く
者
な
ら
誰
で
も
、「
過
腔
」
は
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
鬲
指
」
は
簫
や
笛
の
技
法
で
、
孔
の
押
さ
え
方
を
変
え
る
こ
と
で
音
程
を
変
え
る
。
姜
夔
は
「
過
垂
虹
」
詩
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

簫
を
吹
い
た
。

い
ま
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
姜
夔
は
音
楽
に
詳
し
く
、
琵
琶
や
簫
の
演
奏
法
に
も
習
熟
し
て
い
た
し
、
自
分
で
も
演
奏
し

た
。
そ
れ
は
「
坐
客
は
皆
な
小
冠
綀
服
、
或
い
は
琴
を
弾
き
、
或
い
は
浩
歌
し
、
或
い
は
自
酌
し
、
或
い
は
筆
を
援
り
句
を
搜
す
」
と

い
う
文
人
の
集
い
の
中
で
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
唐
の
教
坊
曲
や
「
霓
裳
羽
衣
曲
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の

点
が
貴
重
な
の
で
あ
り
、
音
楽
専
業
の
楽
工
並
み
の
技
巧
が
あ
っ
た
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も

姜
夔
自
身
は
、
そ
う
自
負
し
て
い
た
。
後
に
「
自
述
」
で
、

参
政
范
公
以
為
翰
墨
人
品
、
皆
似
晋
宋
之
雅
士
。

参
政
の
范
公
（
范
成
大
（
は
、
文
章
書
画
も
人
品
も
晋
宋
の
雅
士
の
よ
う
だ
、
と
言
っ
た
。

と
述
懐
し
て
い
る
。

紹
熙
三
年
（
一
一
九
二
（、
三
十
八
歳
の
時
に
蕭
徳
藻
が
病
気
で
湖
州
を
離
れ
、
そ
の
翌
年
に
范
成
大
も
卒
し
た
後
、
紹
熙
五
年
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（
一
一
九
四
（
か
ら
十
年
間
ほ
ど
、
姜
夔
は
張
鑑
の
援
助
を
得
て
、
杭
州
西
湖
の
孤
山
で
暮
ら
し
た
。
こ
の
晩
年
の
十
年
間
は
、
著
述

も
充
実
し
て
い
て
、「
大
楽
議
」
を
上
書
し
た
り
、
詞
集
を
刊
行
し
た
り
し
た（

（1
（

。
友
人
の
陳
造
（
一
一
三
三
～
一
二
○
三
（
に
「
次
姜

堯
章
餞
徐
南
卿
韻
二
首
」
其
一
で
、

姜
郎
未
仕
不
求
田
、	

姜
郎　

未
だ
仕
え
ず　

田
を
求
め
ず
、

倚
頼
生
涯
九
万
箋
。	
倚
頼
し
生
涯　

九
万
箋
。

と
詠
わ
れ
る
生
活
は
、
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
張
鑑
が
亡
く
な
る
や
、
た
ち
ま
ち
生
活
の
心
配
を
さ
れ
る
よ
う
な
心
も
と
な
い

面
も
あ
っ
た
。
姜
夔
と
同
じ
く
張
鑑
の
家
に
出
入
り
し
て
い
た
蘇
泂
は
、「
張
平
父
逝
後
寄
堯
章
（
張
平
父
逝
き
し
後
、
堯
章
に
寄

す
（」
詩
で
云
う
、

入
門
回
首
事
如
麻
、	

門
を
入
り
て
首
を
回
ら
せ
ば　

事　

麻
の
如
し
、

豈
意
銘
旌
落
主
家
。	

豈
に
意お
も

わ
ん　

銘
旌　

主
家
に
落
つ
る
と
。

有
夢
合
尋
苕
水
路
、	

合
い
尋
ぬ
る
夢
有
り　

苕
水
の
路
を
、

何
心
更
種
馬
塍
花
。	

何
の
心
で
か
更
に
種う

え
ん　

馬
塍
の
花
。

十
年
知
遇
分
生
死
、	

十
年
知
遇
す
る
も
生
死
を
分
か
ち
、

八
口
飢
寒
足
嘆
嗟
。	

八
口
飢
寒
し
て
嘆
嗟
足
れ
り
。

我
亦
此
公
門
下
客
、	

我
も
亦
た
此
の
公　

門
下
の
客
、
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只
今
垂
涙
過
京
華
。	

只
だ
今
は
涙
を
垂
れ
て
京
華
を
過
ぐ
。

「
銘
旌
」
は
柩
の
前
に
立
て
る
死
者
の
官
職
や
姓
名
を
記
し
た
旗
。

張
鑑
を
失
っ
た
こ
と
は
姜
夔
に
と
っ
て
も
大
き
な
打
撃
で
あ
り
、「
自
述
」
は
そ
の
当
時
の
や
や
屈
折
し
た
自
意
識
を
あ
り
の
ま
ま

に
、
自
ら
の
生
涯
を
振
り
返
っ
た
も
の
で
あ
る
。

某
早
孤
不
振
、
幸
不
墜
先
人
之
緒
業
、
少
日
奔
走
、
凡
世
之
所
謂
名
公
鉅
儒
、
皆
嘗
受
其
知
矣
。

私
は
幼
い
頃
に
父
を
亡
く
し
て
不
遇
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
祖
先
の
遺
業
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
若
い
頃
か
ら
各

地
を
奔
走
し
て
、
お
よ
そ
世
間
で
名
だ
た
る
高
貴
な
方
々
、
大
学
者
は
、
み
な
知
遇
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
し
て
、
范
成
大
・
楊
万
里
・
蕭
徳
藻
の
ほ
か
、
朱
熹
・
京
鏜
・
謝
深
甫
・
辛
棄
疾
ら
の
名
前
を
次
々
に
挙
げ
、
当
時
の
名
士
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
才
能
を
愛
惜
し
て
交
遊
し
て
く
れ
た
こ
と
を
言
う
。
だ
が
張
鑑
と
の
交
流
の
と
り
わ
け
深
く
、
そ
の
張
鑑
を
失
っ

た
哀
し
み
を
述
べ
る
。

嗟
乎
、
四
海
之
内
、
知
己
者
不
為
少
矣
、
而
未
有
能
振
之
於
寠
困
無
聊
之
地
者
。
旧
所
依
倚
、
惟
有
張
兄
平
甫
、
其
人
甚
賢
。
十

年
相
处
、
情
甚
骨
肉
。

あ
あ
、
こ
の
世
で
自
分
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
は
、
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
が
困
窮
し
て
無
聊
を
か
こ
つ
窮
地
を
救
っ
て
く
れ
る

人
は
い
な
か
っ
た
。
ず
っ
と
頼
り
に
し
て
い
た
の
は
、
張
兄
平
甫
（
張
鑑
（
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
人
物
た
る
や
甚
だ
賢
に
し
て
、
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十
年
も
の
つ
き
あ
い
で
、
情
は
ま
こ
と
に
骨
肉
同
然
だ
っ
た
。

と
。
で
は
「
己
を
知
る
」
当
時
の
名
士
た
ち
は
、
姜
夔
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
。
評
価
し
て
い
る
、
と
姜
夔
は
思
っ
て
い

た
の
か
。

内
翰
梁
公
於
某
為
郷
曲
、
愛
其
詩
似
唐
人
、
謂
長
短
句
妙
天
下
。
枢
使
鄭
公
愛
其
文
、
使
坐
上
為
之
、
因
撃
節
称
賞
。
参
政
范
公

以
為
翰
墨
人
品
、
皆
似
晋
、
宋
之
雅
士
。
待
制
楊
公
以
為
於
文
無
所
不
工
、
甚
似
陸
天
随
、
於
是
為
忘
年
友
。
復
州
蕭
公
、
世
所

謂
千
巌
先
生
者
也
、
以
為
四
十
年
作
詩
、
始
得
此
友
。
待
制
朱
公
既
愛
其
文
、
又
愛
其
深
於
礼
楽
。
丞
相
京
公
不
特
称
其
礼
楽
之

書
、
又
愛
其
駢
儷
之
文
。
丞
相
謝
公
愛
其
楽
書
、
使
次
子
来
謁
焉
。
稼
軒
辛
公
、
深
服
其
長
短
句
。
…
…

翰
林
院
の
梁
公
（
不
詳
（
は
私
を
同
郷
と
し
て
、
詩
が
唐
人
の
よ
う
だ
と
愛
し
、
長
短
句
は
天
下
に
妙
た
り
と
し
た
。
枢
密
使
の

鄭
公
（
鄭
僑
（
は
文
を
愛
し
、
上
席
に
し
て
手
を
た
た
い
て
称
賛
し
た
。
参
政
（
宰
相
の
副
職
（
の
范
公
（
范
成
大
（
は
文
辞
と

人
品
い
ず
れ
も
晋
宋
の
雅
士
の
よ
う
だ
と
愛
し
た
。
待
制
の
楊
公
（
楊
万
里
（
は
文
す
べ
て
巧
み
で
陸
天
随
（
陸
亀
蒙
（
に
よ
く

似
て
い
る
と
し
て
、
年
齢
を
越
え
た
友
人
と
な
っ
た
。
復
州
の
蕭
公
（
蕭
徳
藻
（、
世
に
千
巌
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
る
方
は
、
四

十
年
の
あ
い
だ
詩
を
作
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
の
友
を
得
た
、
と
言
っ
た
。
待
制
の
朱
公
（
朱
熹
（
は
文
を
愛
し
、
礼
楽
に
造
詣
の

深
い
こ
と
を
愛
し
た
。
丞
相
の
京
公
（
京
鏜
（
は
礼
楽
の
書
を
称
賛
し
た
だ
け
で
な
く
、
駢
儷
の
文
章
も
愛
し
た
。
丞
相
の
謝
公

（
謝
深
甫
（
は
音
楽
書
を
愛
し
、
次
子
を
よ
こ
し
て
会
い
た
い
と
言
っ
た
。
稼
軒
辛
公
（
辛
棄
疾
（
は
、
長
短
句
に
心
服
し
た
。

…
…
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ま
だ
続
く
が
、
音
楽
に
関
し
て
は
、「
礼
楽
に
詳
し
い
」
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

蘇
泂
が
挽
詩
「
至
馬
塍
哭
堯
章
」
で
、

除
却
楽
書
誰
殉
葬
、	

楽
書
を
除
却
し
て
誰
か
殉
葬
せ
ん
、

一
琴
一
硯
一
蘭
亭
。	

一
琴　

一
硯　

一
蘭
亭
。

と
姜
夔
の
生
涯
を
総
括
し
た
の
は
、
深
く
姜
夔
を
理
解
し
た
友
人
な
ら
で
は
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

姜
夔
自
身
は
、「
自
題
画
像
」
で
自
ら
を
次
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

鶴
氅
如
煙
羽
扇
風
、	

鶴
氅　

煙
の
如
し　

羽
扇
の
風
、

寄
情
芳
草
緑
陰
中
。	

情
を
芳
草
緑
陰
の
中
に
寄
す
。

黒
頭
辦
了
人
間
事
、	

黒
頭　

辦
了
す　

人
間
の
事
、

来
看
凌
霜
数
点
紅
。	

来
た
り
て
凌
霜
の
数
点
の
紅
を
看
る
。

鶴
の
羽
で
織
っ
た
上
衣
は
煙
の
よ
う
に
羽
扇
の
風
に
あ
お
ら
れ
、
芳
草
や
緑
蔭
を
見
て
思
い
に
ふ
け
る
。
髪
は
ま
だ
黒
々
と
し
て
い
る

が
世
間
の
俗
事
は
や
り
お
え
た
。
霜
に
あ
ら
が
う
赤
い
花
（
木
芙
蓉
の
こ
と
（
が
い
く
つ
か
咲
い
て
い
る
の
を
眺
め
る
。
つ
ま
り
、
俗

事
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
処
理
し
て
、
悠
然
と
高
潔
で
い
る
、
そ
れ
が
自
分
だ
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
南
宋
の
白
良
玉
（
寧
宗
の
時
代
の
画
院
の
画
家
（
の
画
が
後
に
石
に
刻
さ
れ
、
そ
の
拓
本
が
伝
わ
っ
て
い
る（

（1
（

。
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三
、
文
芸
と
「
韻
」

姜
夔
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
、
陳
郁
『
蔵
一
話
腴
』
内
編
巻
下
に
は
、
次
の
よ
う
に
云
う
、

作
詩
作
文
非
多
歴
貧
愁
者
決
不
入
聖
処
。
…
…
白
石
道
人
姜
堯
章
、
気
貌
若
不
勝
衣
、
而
筆
力
足
以
扛
百
斛
之
鼎
、
家
無
立
錐
、

而
一
飯
未
嘗
無
食
客
。
図
史
翰
墨
之
蔵
、
充
棟
汗
牛
。
襟
期
灑
落
、
如
晋
宋
間
人
。
意
到
語
工
、
不
期
於
高
遠
而
自
高
遠
。

詩
を
作
り
、
文
を
作
る
に
は
、
貧
窮
や
愁
い
を
た
く
さ
ん
経
験
し
な
け
れ
ば
、
玄
妙
で
超
越
し
た
域
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
…
…
白
石
道
人
姜
堯
章
は
、
風
貌
は
衣
服
の
重
さ
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
弱
々
し
く
見
え
た
が
、
筆
力
は
百
斛
の
鼎
を
持

ち
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
強
か
っ
た
。
家
は
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
狭
か
っ
た
が
、
客
が
来
て
食
事
で
も
て
な
さ
な
い
よ
う
な
こ
と

は
一
食
た
り
と
も
な
か
っ
た
。
図
書
・
史
籍
・
書
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
汗
牛
充
棟
で
あ
り
、
心
も
ち
が
洒
脱
で
晋
宋
の
時
代
の

人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
意
は
周
到
で
語
は
巧
み
、
高
遠
を
期
せ
ず
し
て
高
遠
に
な
っ
た
。

張
鑑
は
友
人
も
羨
む
よ
う
な
十
分
な
援
助
を
し
て
く
れ
て
い
た
が
、
姜
夔
は
書
画
骨
董
に
お
金
を
注
ぎ
込
ん
で
、
生
活
に
は
無
頓
着

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
態
度
が
、
お
の
ず
と
作
風
に
も
表
れ
て
、「
清
空
」
と
評
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
清
空
」
と
い
う
の
は
文
芸
評
論
の
用
語
の
一
つ
で
、
南
宋
・
張
炎
の
『
詞
源
』
で
も
っ
と
も
有
名
な
用
語
で
あ
る（

11
（

。「
清
」
は
魏
晋

南
北
朝
に
流
行
し
た
「
清
談
」
の
よ
う
に
、
世
俗
を
離
れ
た
心
持
ち
や
態
度
で
あ
り
、「
空
」
も
道
教
や
禅
を
背
景
と
す
る
清
浄
を
言

う
。
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詞
要
清
空
、
不
要
質
実
。
清
空
則
古
雅
峭
拔
、
質
実
則
凝
渋
晦
昧
。
姜
白
石
詞
如
野
雲
孤
飛
、
去
留
無
迹
。
呉
夢
窓
詞
如
七
宝
楼

台
、
炫
人
眼
目
、
拆
碎
下
来
、
不
成
片
段
、
此
清
空
質
実
之
説
。

詞
は
清
空
で
あ
る
べ
き
で
、
質
実
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
清
空
で
あ
る
と
、
古
風
で
雅
趣
が
あ
り
高
く
抜
き
ん
出
る
。
質
実
で

あ
る
と
、
流
れ
が
滞
っ
て
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
晦
渋
に
な
る
。
姜
白
石
の
詞
は
、
野
に
ぽ
つ
ん
と
浮
か
ぶ
雲
が
、
行
く
も
留
ま
る
も
痕

跡
を
残
さ
な
い
よ
う
だ
。
呉
夢
窓
の
詞
は
、
七
宝
の
高
殿
の
よ
う
に
人
目
を
眩
ま
せ
る
が
、
砕
け
て
し
ま
う
と
体
を
成
さ
な
い
。

こ
れ
が
清
空
質
実
の
説
で
あ
る
。

「
野
雲
孤
飛
、
去
留
無
迹
」
は
、
姜
夔
の
詞
風
を
表
す
も
の
と
し
て
、
今
日
で
も
よ
く
引
用
さ
れ
る
評
語
で
あ
る
。「
雲
飛
」
は
、
道

教
で
は
昇
天
羽
化
す
る
こ
と
。「
野
雲
」
は
唐
の
韋
荘
（
一
説
に
僧
応
物
（
の
「
龍
潭
」
詩
に
、「
激
石
懸
流
雪
満
湾
、
九
龍
潜
処
野
雲

閑
（
激
石
懸
流
し
て
雪
湾
に
満
ち
、
九
龍
潜
む
処　

野
雲
閑
か
な
り
（」
の
句
が
あ
り
、「
九
龍
」
と
は
瑞
祥
、
ま
た
神
仙
の
乗
る
神
獣
。

「
野
雲
飛
」
に
は
、
梅
堯
臣
「
弔
瑞
新
和
尚
」
詩
に
「
已
随
原
火
尽
、
空
見
野
雲
飛
（
已
に
原
火
尽
く
る
に
随
い
、
空
し
く
野
雲
飛
ぶ

を
見
る
（」
の
句
も
あ
る
。「
去
留
」
は
生
死
の
こ
と
を
言
い
、
魏
の
嵇
康
「
琴
賦
」
に
「
斉
万
物
兮
超
自
得
、
委
性
命
兮
任
去
留
（
万

物
を
平
等
に
見
て
超
然
と
大
道
を
自
得
し
、
わ
が
身
を
委
ね
て
天
命
に
任
せ
る
（」、
晋
の
陶
潜
「
帰
去
来
兮
辞
」
に
「
寓
形
宇
内
復
幾

時
、
曷
不
委
心
任
去
留
（
形
を
宇
内
に
寓
す
る
復
た
幾
時
ぞ
、
曷
ぞ
心
を
委
ね
て
去
留
に
任
せ
ざ
る
（」
と
あ
る
。

「
野
雲
孤
飛
、
去
留
無
迹
」
は
、
風
景
と
そ
こ
か
ら
喚
起
さ
れ
る
心
象
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
随
所
に
道
家
的
な
思

想
へ
の
傾
斜
が
見
ら
れ
る（

1（
（

。
姜
夔
は
号
を
白
石
道
人
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
道
家
的
な
世
界
に
若
い
頃
か
ら
興
味

を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
を
斟
酌
し
た
評
語
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

張
炎
（
一
二
四
八
～
一
三
二
○
、
字
は
叔
夏
、
号
は
玉
田
（
は
、
張
鑑
の
兄
弟
張
鎡
（
一
一
五
三
～
？
、
字
は
功
甫
、
時
可
（
の
曾
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孫
。
姜
夔
は
張
鎡
と
も
交
遊
が
あ
り
、
慶
元
六
年
（
一
二
○
○
（、
四
十
六
歳
の
秋
、
杭
州
北
城
南
湖
の
張
鎡
の
邸
宅
落
成
を
祝
っ
て

「
喜
遷
鶯
慢
」
詞
を
作
り
、
応
酬
し
て
い
る
。「
喜
遷
鶯
慢
」
の
詞
序
に
「
功
父
新
第
落
成
」
と
あ
る
。
張
鎡
は
楊
万
里
、
陸
游
に
詩
を

学
ん
で
唱
和
の
作
も
多
く
、『
南
湖
集
』
二
十
五
巻
が
あ
っ
た
が
、
散
逸
し
た
。「
喜
遷
鶯
慢
」
詞
に
云
う
、

玉
珂
朱
組
、
又
占
了
道
人
、
林
下
真
趣
。　
　

玉
珂
朱
組
、
又
た
占
め
了
り
ぬ
道
人
、
林
下
の
真
趣
を
。

窓
户
新
成
、
青
紅
猶
潤
、
双
燕
為
君
胥
宇
。　

窓
户
新
た
に
成
り
、
青
紅
猶
お
潤
い
、
双
燕
君
が
為
に
胥
宇
す
。

秦
淮
貴
人
宅
第
、
問
誰
記
六
朝
歌
舞
。　
　
　

秦
淮
の
貴
人
の
宅
第
、
誰
か
問
う　

六
朝
の
歌
舞
を
記
せ
し
と
。

総
付
与
、
在
柳
橋
花
館
、
玲
瓏
深
处
。　
　
　

総
べ
て
付
与
す
、
柳
橋
花
館
、
玲
瓏
深
き
处
に
在
る
に
。

居
士
、
閑
記
取
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

居
士
、
閑
か
に
記
取
す
。

高
卧
未
成
、
且
種
松
千
樹
。　
　
　
　
　
　
　

高
卧
未
だ
成
ら
ず
、
且
く
松
千
樹
を
種う

え
ん
。

覓
句
堂
深
、
写
経
窓
静
、
他
日
任
聴
風
雨
。　

句
を
堂
の
深
き
に
覓
め
、経
を
窓
の
静
か
な
る
に
写
し
、他
日
風
雨
を
聴
く
に
任
す
。

列
仙
更
教
誰
做
、
一
院
双
成
儔
侣
。　
　
　
　

列
仙
更
に
誰
に
か
做な

さ
し
め
ん
、
一
院
双
成
の
儔
侣
に
。

世
間
住
、
且
休
将
鶏
犬
、
雲
中
飛
去
。　
　
　

世
間
に
住
み
、
且し
ば
ら

く
鶏
犬
を
将も

て
、
雲
中
に
飛
去
せ
し
む
る
を
休
め
よ
。

「
玉
珂
朱
組
」
は
高
位
高
官
に
在
っ
た
こ
と
。「
居
士
」
は
張
鎡
、
約
斎
居
士
と
号
し
た
。「
高
臥
」
は
隠
居
し
た
こ
と
。「
松
千
樹
」

と
あ
る
の
は
、
庭
に
松
二
百
本
を
植
え
た
こ
と
。
園
中
に
は
「
写
経
寮
」
が
あ
っ
た
。「
双
成
」
は
古
代
の
伝
説
の
仙
女
。
西
王
母
に

侍
し
、
宅
中
で
丹
薬
を
作
り
、
完
成
す
る
と
鶴
に
乗
っ
て
昇
天
し
た
。
こ
こ
で
は
張
鎡
の
歌
妓
の
こ
と
。
張
鎡
は
宴
た
け
な
わ
に
な
る
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と
、
家
妓
に
自
製
曲
を
歌
わ
せ
た
と
い
う
。
最
後
の
句
は
、
淮
南
王
が
道
を
学
び
、
天
下
の
道
士
を
集
め
て
奇
方
異
術
を
競
わ
せ
、
つ

い
に
道
を
得
て
一
家
を
挙
げ
て
昇
天
し
た
の
で
、
犬
も
天
上
で
吠
え
、
鶏
も
雲
中
で
鳴
い
た
故
事
。
張
鎡
の
邸
宅
が
す
ば
ら
し
く
、
そ

こ
に
大
勢
の
人
士
が
集
め
ら
れ
、
高
雅
で
脱
俗
し
た
様
子
を
詠
う
。

張
鎡
は
方
回
の
い
わ
ゆ
る
「
望
門
」
の
人
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
方
回
は
「
江
湖
の
遊
士
」
が
「
往
往
に
し
て
士
大
夫
を
雌
黄

し
、
口
吻
畏
る
べ
く
、
望
門
の
倒
屣
す
る
に
至
る
」
と
皮
肉
っ
ぽ
く
述
べ
た
が
、
戴
表
元
は
「
送
張
叔
夏
西
遊
序
（
張
叔
夏
の
西
に
遊

ぶ
を
送
る
序
（」
で
、

叔
夏
之
先
世
高
曾
祖
父
、
皆
鐘
鳴
鼎
食
、
江
湖
高
才
詞
客
姜
夔
堯
章
、
孫
季
蕃
花
翁
之
徒
、
往
往
出
入
館
穀
其
門
、
千
金
之
装
、

列
駟
之
聘
、
談
笑
得
之
、
不
以
為
異
。

叔
夏
（
張
炎
（
の
先
代
、
高
祖
父
や
曾
祖
父
は
、
み
な
贅
沢
な
暮
ら
し
で
、
江
湖
の
高
才
な
詞
客
姜
夔
堯
章
、
孫
季
蕃
花
翁
ら
は

し
ば
し
ば
家
に
出
入
り
し
て
、
宿
泊
し
た
り
食
事
を
し
た
り
し
た
。
千
金
に
値
す
る
衣
装
や
、
車
馬
で
運
ぶ
ほ
ど
の
宝
物
が
、
談

笑
す
る
間
に
手
に
入
る
が
、
こ
と
さ
ら
特
別
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

と
記
し
て
い
る
。
張
宏
生
は
こ
の
記
事
を
挙
げ
て
、「
姜
夔
が
受
け
た
高
い
評
価
を
描
い
て
い
る
」
と
す
る（

11
（

が
、
こ
の
文
の
前
後
に
、

張
炎
が
も
と
は
こ
れ
ほ
ど
の
名
門
に
生
ま
れ
て
貴
公
子
と
し
て
育
て
ら
れ
な
が
ら
、
南
宋
の
滅
亡
に
よ
り
旅
費
に
も
困
る
状
況
で
あ
っ

た
、
と
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
戴
表
元
（
一
二
四
四
～
一
三
一
○
（
は
、
南
宋
の
度
宗
咸
淳
五
年
（
一
二
六

九
（
に
太
学
に
入
学
し
、
七
年
に
進
士
に
登
第
し
て
建
康
府
教
授
と
な
っ
た
が
、
一
二
七
九
年
に
南
宋
が
元
に
よ
っ
て
亡
ん
だ
た
め
、

私
的
に
学
生
を
教
え
、
文
を
売
っ
て
自
給
し
た
、
と
い
う
人
で
あ
る
。「
送
張
叔
夏
西
遊
序
」
に
続
け
て
云
う
、
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余
周
流
授
徒
、
適
与
相
値
、
問
叔
夏
何
以
去
来
道
途
若
是
不
憚
煩
耶
。
叔
夏
曰
、「
不
然
、
吾
之
来
、
本
投
所
賢
、
賢
者
貧
、
依

所
知
、
知
者
死
、
雖
少
有
遇
而
無
以
寧
吾
居
、
吾
不
得
已
違
之
、
吾
豈
楽
為
此
哉
。」
語
竟
、
意
色
不
能
無
沮
然
。
少
焉
飲
酣
気

張
、
取
平
生
所
自
為
楽
府
詞
、
自
歌
之
。
…
…
嗟
乎
。
士
固
復
有
家
世
材
華
如
叔
夏
而
窮
甚
於
此
者
乎
。

私
は
四
方
を
流
転
し
て
弟
子
を
教
育
し
て
お
り
、
た
ま
た
ま
叔
夏
に
出
会
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
周
遊
す
る
煩
わ
し
さ
は
な
い

の
か
尋
ね
た
。
す
る
と
「
い
い
え
、
本
来
は
賢
人
を
頼
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
賢
人
は
貧
し
い
も
の
で
す
し
、
知
己
を
頼

り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
知
己
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
さ
さ
か
知
遇
を
得
る
機
会
は
あ
っ
て
も
、
安
住
す
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
仕
方
な
く
旅
立
つ
の
で
あ
っ
て
、
望
ん
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
」
と
。
話
し
終
わ
る
と
、

し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
酒
を
飲
ん
で
憂
さ
が
晴
れ
た
の
か
、
自
分
が
作
っ
た
詞
を
取
り
出
し
て
、

歌
い
始
め
た
。
…
…
あ
あ
、
張
叔
夏
の
よ
う
な
名
家
に
生
ま
れ
た
士
人
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
貧
窮
し
て
し
ま
う
の
か
。

戴
表
元
が
姜
夔
と
と
も
に
名
前
を
挙
げ
て
い
た
「
孫
季
蕃
花
翁
」
は
、
孫
惟
信
（
一
一
七
九
～
一
二
四
三
、
字
は
季
蕃
、
号
は
花

翁
（
の
こ
と
。
方
回
も
「
銭
塘
湖
山
に
此
に
曹
什
佰
、
群
を
為
す
」
の
例
と
し
て
、
挙
げ
て
い
た
。
婺
州
（
浙
江
省
金
華
（
に
暮
ら
し

た
後
、
西
湖
に
隠
居
し
た
。
趙
師
秀
、
劉
克
荘
ら
と
交
遊
が
あ
り
、
劉
克
荘
が
「
孫
花
翁
墓
誌
銘
」
を
書
い
て
い
る
。
い
ま
詩
は
九
首

し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、「
四
十
九
歳
自
寿
」
の
序
の
あ
る
詞
（
失
調
名
（
が
あ
る
。
自
分
の
誕
生
日
を
祝
う
「
自
寿
詞
」
で
、
詞
中
に
、

百
屋
堆
銭
都
不
要
。	

　

百
屋
堆
銭
は
都い
ず

れ
も
要
ら
ず
、

更
不
要
、
衮
衣
茸
纛
。　

更
ら
に
要
ら
ず
、
衮
衣
・
茸
纛
。
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と
あ
る
。
援
助
を
受
け
る
側
が
言
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
援
助
を
受
け
な
が
ら
も
、
あ
る
い
は
受
け
て
い
る
か
ら
な

お
、「
往
往
に
し
て
士
大
夫
を
雌
黄
し
、
口
吻
畏
る
べ
し
」
と
い
う
屈
折
し
た
態
度
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

戴
表
元
は
張
鎡
が
当
時
行
な
っ
て
い
た
文
人
の
集
い
を
、「
牡
丹
宴
席
詩
」
序
で
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

循
王
孫
張
功
父
使
君
以
好
客
聞
天
下
。
当
是
時
、
遇
佳
風
日
、
花
時
月
夕
、
功
父
必
開
玉
照
堂
置
酒
楽
客
。
其
客
廬
陵
楊
廷
秀
、

山
陰
陸
務
観
、
浮
梁
姜
堯
章
之
徒
以
十
数
至
、
輙
歓
飲
浩
歌
、
窮
月
夜
忘
去
。
明
日
酔
中
唱
酬
詩
或
楽
府
詞
、
累
累
伝
都
下
、
都

下
人
門
鈔
戸
誦
、
以
為
盛
事
。

循
王
の
孫
で
あ
る
張
功
父
さ
ま
（
張
鎡
（
は
客
好
き
で
天
下
に
聞
こ
え
て
い
た
。
そ
の
日
は
天
気
も
よ
く
、
花
咲
き
月
影
さ
や
か
、

玉
照
堂
で
宴
を
開
い
て
、
酒
酌
み
交
わ
し
客
人
と
楽
し
ん
だ
。
客
に
は
廬
陵
の
楊
廷
秀
（
楊
万
里
（、
山
陰
の
陸
務
観
（
陸
游
（、

浮
梁
の
姜
堯
章
ら
十
数
人
が
い
て
、
酒
盃
を
傾
け
高
歌
し
、
月
を
愛
で
て
夜
が
ふ
け
る
の
も
忘
れ
た
。
翌
日
に
は
酔
っ
た
ま
ま
詩

や
楽
府
詞
を
応
酬
し
、
続
々
と
都
下
に
伝
わ
り
、
都
の
人
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
写
し
て
は
読
み
、
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
。

張
炎
の
父
の
張
枢
（
字
は
斗
南
、
号
は
窗
雲
、
寄
閑
（
は
西
湖
吟
社
を
結
成
し
、
張
鎡
が
造
っ
た
絵
幅
堂
に
吟
社
の
人
々
が
集
う
た

め
の
「
吟
台
」
を
建
造
し
て
、
詞
の
音
律
面
の
研
究
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
。
張
炎
が
『
詞
源
』
を
著
し
た
の
は
晩
年
で
、
七
十
歳

を
越
え
て
い
た
。
若
い
頃
に
は
父
が
主
催
す
る
吟
社
の
集
い
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
（『
詞
源
』
に
見
え
る
（、「
江
湖
の
遊
士
」
を

も
て
な
す
側
で
あ
っ
た
が
、
江
湖
を
周
遊
す
る
姜
夔
と
同
じ
境
遇
に
な
っ
た
。
姜
夔
は
、
范
成
大
の
誕
生
日
祝
い
の
「
石
湖
仙
」
然
り
、

こ
の
「
喜
遷
鶯
慢
」
然
り
、
ま
た
こ
の
二
作
以
外
に
も
、
詩
詞
を
贈
っ
た
代
償
と
し
て
少
な
く
な
い
金
銭
等
の
援
助
を
受
け
た
。
に
も

関
わ
ら
ず
、
飄
逸
と
し
て
い
た
。
張
炎
は
姜
夔
と
同
じ
境
遇
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
姜
夔
の
超
俗
的
な
作
風
に
惹
か
れ
た
の
か
も
知
れ
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な
い
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
「
望
門
」
の
没
落
は
亡
国
に
瀕
し
た
一
時
的
な
も
の
で
、
混
乱
が
収
ま
る
と
再
び
文
人
を
集
め
て
「
曲
水
の

宴
」
を
開
く
な
ど
し
た（

11
（

。
た
だ
し
、「
曲
水
の
宴
」
自
体
が
王
羲
之
の
当
時
、
政
治
的
に
非
常
に
困
難
な
状
況
の
も
と
で
開
か
れ
た
も

の
で
、
暢
気
な
花
見
の
宴
会
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
付
け
加
え
て
お
い
て
い
い
だ
ろ
う
。

張
炎
が
詞
の
境
地
に
つ
い
て
「
清
空
則
古
雅
峭
拔
、
質
実
則
凝
渋
晦
昧
」
と
し
た
背
景
に
は
、
長
く
伝
統
的
な
文
芸
批
評
の
歴
史
が

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
尾
肇
子
氏
の
一
連
の
論
考（

11
（

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
古
雅
」
は
文
学
の
批
評
用
語
だ
け
で
な
く
書

論
・
画
論
用
語
で
も
あ
り
、『
詞
源
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
著
さ
れ
た
『
楽
府
指
迷
』
で
は
音
楽
面
で
の
評
価
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
峭

拔
」
は
、
も
と
は
山
が
険
し
く
高
い
こ
と
で
、
書
画
の
評
に
よ
く
使
わ
れ
る
。「
質
実
」
は
人
物
を
批
評
し
て
、
飾
り
気
の
な
い
人
柄

と
そ
の
誠
実
さ
を
指
す
誉
め
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
姜
夔
は
『
続
書
譜（

11
（

』
で
（
同
じ
人
の
書
を
真
似
て
も
学
習
す
る
側
の
個
性
に
よ
っ
て

違
い
が
出
て
き
て
（「
質
直
者
、
則
径
侹
不
遒
（
真
正
直
な
人
は
、
率
直
す
ぎ
て
美
し
さ
に
乏
し
い
（」
と
貶
辞
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

「
晦
昧
」
は
自
然
の
風
景
の
暗
さ
を
言
う
の
が
原
義
だ
が
、
早
く
か
ら
人
の
愚
昧
な
こ
と
を
評
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
た
、
等
で
あ

る
。「
凝
渋
」
は
熟
し
た
用
例
が
見
つ
か
ら
ず
、「
渋
」
は
『
文
鏡
秘
府
論
』
に
「
渋
阻
」
が
あ
り
、
ま
た
『
碧
鶏
漫
志
』
に
「
僻
渋
」

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
医
学
の
分
野
で
は
「
気
血
凝
渋
」
と
い
う
用
例
は
い
く
つ
も
見
つ
か
る
。
姜
夔
の
『
続
書
譜
』
に
は
「
血

脈
」
の
項
も
あ
り
、
書
論
と
や
は
り
関
係
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
代
の
許
宝
蘅
は
「
喝
火
令｣

詞
で
、「
筝
弦
凝
渋
不
成
弾

（
筝
弦
凝
渋
し
て
弾
を
成
さ
ず
（」
と
、
音
楽
に
関
連
し
て
「
凝
渋
」
の
語
を
使
っ
て
い
る
。

姜
夔
は
、
詩
詞
・
書
・
音
楽
に
す
ぐ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
理
論
書
も
著
し
た
。『
詩
説
』『
続
書
譜
』『
絳
帖
平
』（
法
帖
譜
（
が
伝
わ
っ

て
お
り
、
散
逸
し
た
も
の
に
『
琴
書
』『
琴
瑟
考
古
図
』『
集
古
印
譜
』
な
ど
が
あ
る
。
松
尾
肇
子
氏
は
、「
総
じ
て
姜
夔
の
学
問
は
、

詩
論
に
お
い
て
も
書
論
に
お
い
て
も
、
北
宋
の
蘇
軾
と
蘇
門
の
四
学
士
を
中
心
と
し
た
先
行
の
研
究
成
果
を
広
く
吸
収
し
、
自
ら
の
創

作
経
験
を
加
え
て
再
構
築
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
姜
夔
の
書
論
と
詩
論
と
で
は
、『
意
』『
血
脈
貫
穿
』『
含
蓄
』
な
ど
の
重
要
な
用
語
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が
共
通
す
る
。
音
楽
論
は
、
姜
夔
の
使
用
し
た
用
語
だ
け
に
絞
る
と
ほ
と
ん
ど
孤
立
し
て
い
る
が
、
書
画
論
全
体
に
拡
大
す
れ
ば
そ
の

限
り
で
は
な
い
」、
と
指
摘
す
る（

11
（

。

姜
夔
が
後
に
書
物
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
る
こ
れ
ら
文
芸
全
般
に
対
す
る
理
論
の
萌
芽
は
、
漢
陽
時
代
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
別
稿（

11
（

で
論
じ
た
。
姜
夔
の
詩
論
や
書
論
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
で
触
れ
た
。
ま
た
音
楽
面
に
つ
い
て
は
、
琴
律
を
中
心
に
理
論
が

構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
論
考
で
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
張
炎
『
詞
源
』
の
音
楽
部
分
に
姜
夔
の
理
論
が
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
論
じ
て
き
た（

11
（

。

姜
夔
の
詩
論
に
は
、「
気
象
」「
体
面
」「
血
脈
」「
韻
度
」
の
四
つ
の
要
素
が
見
え
る（

11
（

。
袁
向
彤
『
姜
夔
与
宋
韻
研
究
』
に
よ
れ
ば
、

「
韻
」
と
は
も
と
も
と
琴
の
韻
に
つ
い
て
使
わ
れ
て
い
た
用
語
で
あ
る
。
琴
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
楽
器
で
、
戦
国
時
代
の
『
尹
文
子
』

に
「
韻
商
而
含
徴
（
韻
は
商
に
し
て
徴
を
含
む
（」
と
あ
る
（「
商
」「
徴
」
と
も
音
の
高
さ
（
の
が
最
も
古
い
用
例
で
、
後
漢
の
蔡
邕

「
琴
賦
」
に
「
繁
弦
既
抑
、
雅
韻
乃
揚
（
か
き
鳴
ら
し
た
弦
が
静
か
に
な
る
と
雅
韻
が
響
く
（」、
魏
の
曹
植
「
白
鶴
賦
」
に
「
聆
雅
琴

之
清
韻
、
記
六
翮
之
末
流
（
雅
琴
の
清
韻
を
聴
い
て
、
六
翮
の
末
流
を
記
す
（」、
嵆
康
「
琴
賦
」
に
「
改
韻
易
調
、
奇
弄
乃
発
（
韻
を

改
め
転
調
し
、
め
ず
ら
し
い
曲
を
弾
き
始
め
る
（」
な
ど
が
音
楽
の
用
例
と
し
て
続
く
。
こ
の
頃
、
琴
の
演
奏
法
と
技
巧
が
成
熟
し
た
。

魏
晋
の
時
代
に
は
、
人
物
批
評
に
「
韻
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
書
画
の
批
評
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
学
の
批

評
に
も
拡
大
し
た
。
南
斉
・
謝
赫
『
古
画
品
録
』「
六
法
」
の
第
一
が
「
気
韻
連
綿
」
で
あ
り
、
梁
・
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
で
は
「
韻
」

が
三
十
数
回
使
わ
れ
て
い
る
。
時
代
が
下
っ
て
五
代
に
な
る
と
、
画
家
の
荊
浩
『
歴
代
名
画
記
』
が
、
山
水
画
に
「
気
韻
」
の
理
論
を

導
入
す
る
に
至
っ
た（

11
（

。

つ
ま
り
、「
韻
」
は
琴
の
旋
律
に
つ
い
て
述
べ
る
言
葉
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
琴
を
弾
く
人
物
に
つ
い
て
の
評
語
と
な
り
、
さ
ら
に
書

画
の
批
評
に
も
使
わ
れ
、
そ
の
後
、
文
学
の
批
評
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
中
国
語
の
音
韻
に
つ
い
て
関
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心
が
高
ま
り
、
詩
の
韻
律
の
研
究
が
進
ん
で
、
古
詩
か
ら
近
体
詩
へ
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
の
が
こ
の
時
代
で
あ
り
、
文
学
へ
の
「
韻
」

の
応
用
が
最
後
で
あ
り
、「
韻
」
は
初
め
音
楽
の
用
語
で
あ
っ
た
。

琴
が
楽
器
の
中
で
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
以
前
論
じ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
後
漢
の
蔡
邕
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（『
後

漢
書
』
蔡
邕
伝
に
見
え
る
（
だ
け
引
い
て
お
こ
う
。
蔡
邕
が
酒
食
に
招
か
れ
て
隣
人
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
屏
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

琴
の
音
に
殺
気
を
感
じ
て
、
門
か
ら
入
ら
ず
に
引
き
返
し
た
。
驚
い
た
主
人
が
調
べ
る
と
、
琴
を
弾
い
て
い
た
者
が
、「
鳴
い
て
い
る

蝉
を
蟷
螂
が
狙
っ
て
い
る
の
が
目
に
入
り
、
弾
き
な
が
ら
蟷
螂
が
蝉
を
獲
り
逃
が
す
の
で
は
な
い
か
と
心
が
ざ
わ
つ
い
た
、
そ
れ
が
音

に
表
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
答
え
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
蔡
邕
は
に
っ
こ
り
笑
っ
た
と
い
う
。

蔡
邕
は
熹
平
石
経
を
建
て
た
学
者
で
あ
り
、
建
安
文
学
に
影
響
を
与
え
た
文
章
家
で
あ
り
、
ま
た
儒
学
の
大
家
で
あ
り
、「
蔡
氏
五

弄
」
と
呼
ば
れ
る
琴
曲
を
伝
え
た
琴
の
名
手
で
あ
っ
た
が
、
書
の
方
面
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
大
野
修
作
『
書
論
と
中
国
文

学（
1（
（

』
に
よ
れ
ば
、
蔡
邕
は
梁
の
庾
肩
吾
『
書
品
』
で
は
ま
っ
た
く
批
評
外
で
あ
っ
た
が
、
初
唐
の
李
嗣
真
『
書
後
品
』、
盛
唐
の
『
書

断
』
で
、
格
段
に
地
位
が
あ
が
っ
た
。

『
書
断
』
に
至
っ
て
、
蔡
邕
の
重
み
は
急
激
に
増
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
蔡
邕
を
抜
き
に
し
て
は
書
論
の
体
系
化
は
不
可
能
で
あ

っ
た
と
も
い
え
る
。
い
わ
ば
王
羲
之
を
中
心
と
し
て
定
立
し
た
品
第
法
が
、
書
法
史
全
体
を
見
通
す
よ
う
な
体
系
化
を
め
ざ
し
た

時
、
王
羲
之
で
は
包
摂
で
き
ず
に
、
蔡
邕
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う（

11
（

。

だ
が
姜
夔
は
終
生
、
王
羲
之
の
「
蘭
亭
序
」
に
学
ん
だ
。
嘉
泰
三
年
（
一
二
○
三
（、
四
十
九
歳
の
時
、「
蘭
亭
跋
」
に
、「
二
十
余

年
、
蘭
亭
を
習
う
」
と
記
し
て
い
る
。
蘇
泂
「
至
馬
塍
哭
堯
章
」
詩
の
、
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除
却
楽
書
誰
殉
葬
、	

楽
書
を
除
却
し
て
誰
か
殉
葬
せ
ん
、

一
琴
一
硯
一
蘭
亭
。	

一
琴　

一
硯　

一
蘭
亭
。

楽
書
と
琴
の
ほ
か
に
、
硯
と
「
蘭
亭
序
」、
こ
れ
が
姜
夔
の
生
涯
を
総
括
す
る
要
素
で
、
姜
夔
は
定
武
本
「
蘭
亭
」
を
愛
蔵
し
て
い
た
。

こ
の
跋
を
書
い
た
年
、
王
羲
之
の
子
の
王
献
之
が
書
い
た
と
さ
れ
る
「
保
母
志
」
が
発
見
さ
れ
、
姜
夔
は
跋
を
書
い
た
。
端
正
な
小
楷

で
、
銘
文
に
つ
い
て
の
考
証
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
そ
の
全
文
が
影
印（

11
（

で
出
版
さ
れ
た
。
姜
夔
の
学
者
と
し
て
の
一
面
が
垣

間
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
措
く
。

で
は
な
ぜ
琴
の
名
手
蔡
邕
で
は
な
く
王
羲
之
な
の
か
、「
蘭
亭
序
」
な
の
か
。
琴
か
ら
始
ま
っ
た
「
韻
」
が
、
人
物
や
書
画
の
評
語

に
も
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
六
朝
の
頃
で
あ
り
、
姜
夔
が
范
成
大
に
「
晋
宋
の
雅
士
に
似
た
り
」
と
評
さ
れ
た
こ
と
を
誇
り

と
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
王
羲
之
の
蘭
亭
の
集
い
が
単
な
る
花
見
の
宴
で
は
な
く
、
当
時
王
羲
之
た
ち
が
置
か
れ
て
い
た
政
治
的

苦
境
と
姜
夔
が
張
家
（
張
鑑
や
張
鎡
（
に
出
入
り
し
て
い
た
頃
の
南
宋
社
会
の
苦
境
が
重
な
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
文
人
に
と
っ
て

の
雅
集
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
姜
夔
の
平
生
の
事
跡
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

お
わ
り
に

詞
は
燕
楽
か
ら
発
展
し
た
と
さ
れ
る
が
、
隋
唐
の
燕
楽
の
音
楽
理
論
は
琵
琶
に
依
拠
し
て
お
り
、
琵
琶
を
代
表
と
す
る
西
域
由
来
の

楽
器
の
担
い
手
は
楽
人
（
楽
工
や
妓
女
（
で
あ
っ
た
。
宋
代
に
な
っ
て
宰
相
ク
ラ
ス
の
官
僚
文
人
ま
で
詞
作
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
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北
宋
の
詞
は
「
士
大
夫
の
詞
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
宋
に
な
る
と
社
会
状
況
の
変
化
も
あ
り
、
官
職
は
低
い
（
ま
た
は
無

い
（
な
が
ら
も
詞
を
作
る
人
々
が
現
れ
た
。
詩
に
お
い
て
は
彼
ら
の
一
部
は
陳
起
の
『
江
湖
集
』
シ
リ
ー
ズ
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
江
湖
派
や
江
湖
詩
人
と
し
て
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
姜
夔
も
そ
の
一
員
と
み
な
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
江
湖
派
の
前

人
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
姜
夔
は
そ
の
飄
逸
な
態
度
と
「
清
空
」
な
作
風
で
、
晋
宋
の
雅
士
の
よ
う
だ
と
評
さ
れ
て
い
た
。
詩

詞
文
の
み
な
ら
ず
書
と
音
楽
に
秀
で
た
「
文
人
」
で
あ
っ
た
が
、
士
大
夫
と
し
て
の
理
念
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

姜
夔
は
雅
楽
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
自
分
の
理
論
に
従
っ
て
歌
辞
を
作
っ
て
献
上
し
、
ま
た
詞
に
も
応
用
し
た
。
と
く
に
「
角

招
」「
徴
招
」
の
二
詞
は
、
北
宋
徽
宗
朝
に
新
制
さ
れ
た
雅
楽
「
大
晟
楽
」
を
も
と
に
改
定
し
た
も
の
で
、
そ
の
際
に
琴
を
基
準
に
考

え
て
い
る
。

な
ぜ
琴
な
の
か
。
筆
者
は
詞
の
音
楽
面
へ
の
関
心
か
ら
、
隋
唐
の
燕
楽
か
ら
宋
代
の
詞
楽
へ
発
展
す
る
に
至
っ
て
、
琵
琶
に
も
と
づ

く
燕
楽
理
論
か
ら
琴
に
も
と
づ
く
詞
楽
理
論
が
構
築
さ
れ
、
張
炎
『
詞
源
』
に
継
承
さ
れ
て
い
く
流
れ
を
ず
っ
と
追
っ
て
き
た
が
、
こ

れ
ま
で
琴
が
伝
統
的
に
士
大
夫
の
楽
器
で
あ
っ
た
か
ら
琴
を
基
準
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
個
別
の
詞
に
つ
い
て
論
じ
て
き

た
。
し
か
し
今
回
、
姜
夔
は
詩
論
や
書
論
を
北
宋
の
蘇
軾
や
黄
庭
堅
か
ら
影
響
を
受
け
、
詩
論
や
書
論
に
も
共
通
す
る
批
評
用
語
で
音

楽
に
つ
い
て
も
論
じ
、「
韻
」
に
関
し
て
は
む
し
ろ
琴
が
先
行
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

琴
に
象
徴
的
な
中
国
古
代
の
知
識
人
（
士
大
夫
と
も
文
人
と
も
称
さ
れ
る
（
の
人
格
、
そ
れ
が
姜
夔
の
場
合
に
は
、
詩
詞
・
書
・
音

楽
の
面
に
お
い
て
、
理
論
・
実
践
の
両
面
で
体
現
さ
れ
、
黄
庭
堅
を
代
表
と
す
る
先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
、
か
つ
張
炎
ら
後
人
に
継
承
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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注（
１
（
卒
年
に
は
諸
説
あ
る
が
、
王
睿
「
姜
夔
卒
年
新
考
」（『
文
学
遺
産
』
二
○
一
○
年
第
三
期
（
に
従
い
、
い
ま
一
二
○
八
年
と
す
る
。

（
２
（『
白
石
道
人
歌
曲
』
六
巻
、
寧
宗
の
嘉
泰
二
年
（
一
二
○
二
（、
雲
間
の
銭
希
武
刻
。
銭
希
武
の
題
記
が
あ
り
、
淳
祐
十
一
年
（
一
二
五

一
（、
銭
氏
家
蔵
本
に
趙
与
訔
（
趙
猛
頫
の
父
（
が
後
記
を
書
き
、
こ
れ
が
瑛
に
渡
さ
れ
た
。
後
に
陶
宗
儀
が
こ
れ
を
抄
し
、
清
代
に
な

っ
て
世
に
現
れ
、
広
ま
っ
た
。

（
３
（
夏
承
燾
『
姜
白
石
詞
編
年
箋
校
』「
行
実
考　
（
五
（
交
遊
」
に
、
一
○
七
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、

二
四
六
～
二
六
六
頁
。

（
４
（
ほ
か
に
、
陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』
に
著
録
さ
れ
た
『
白
石
道
人
集
』
三
巻
（
散
逸
（
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
５
（
張
宏
生
（
保
苅
佳
昭
訳
（「
南
宋
江
湖
詩
人
の
生
活
と
文
学
」、『
南
宋
江
湖
の
詩
人
た
ち　

中
国
近
世
文
学
の
夜
明
け
』
所
収
、
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
五
年
、
十
四
頁
、
参
照
。

（
６
（
官
僚
と
し
て
政
治
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
文
学
活
動
に
も
従
事
し
て
い
た
「
官
僚
文
人
」
に
対
し
、
も
っ
ぱ
ら
文
筆
に
た
よ
っ
て
生
活

し
て
い
た
文
人
。「
官
途
に
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
で
あ
り
な
が
ら
、
文
事
、
詩
文
の
み
な
ら
ず
書
画
音
楽
な
ど
ひ
ろ
く
芸
術
に
も
精
通
し
、

文
人
と
い
う
面
で
は
通
常
の
官
僚
文
人
を
超
え
る
、
い
わ
ば
純
粋
文
人
ま
た
は
専
業
的
文
人
と
も
い
え
る
よ
う
な
人
々
」「
文
事
を
以
て

社
会
的
に
華
や
か
に
活
動
す
る
所
は
隠
者
と
は
決
定
的
に
異
な
り
、
南
宋
に
な
っ
て
初
め
て
生
ま
れ
た
新
し
い
階
層
」
で
あ
り
、「
経
済

的
に
い
え
ば
豪
族
や
高
級
官
僚
に
寄
食
す
る
立
場
に
違
い
な
い
が
、
社
会
的
地
位
は
決
し
て
低
く
は
な
く
、
官
職
を
有
し
な
い
だ
け
に
、

高
級
官
僚
な
ど
と
も
友
人
と
し
て
対
等
に
交
遊
す
る
」、
姜
夔
は
そ
の
典
型
的
な
タ
イ
プ
と
さ
れ
る
。
村
上
哲
見
『
宋
詞
研
究　

南
宋

篇
』
第
一
章
「
総
論
」、
創
文
社
、
二
○
○
六
年
、
二
五
～
二
六
頁
、
参
照
。

（
７
（
張
宏
生
『
江
湖
詩
派
研
究
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
六
頁
、
お
よ
び
二
一
一
頁
。

（
８
（
袁
向
彤
『
姜
夔
与
宋
韻
研
究
』、
斉
魯
書
社
、
二
○
○
七
年
、
二
二
～
三
一
頁
、
参
照
。

（
９
（
暁
風
残
月
会
（
中
原
健
二
氏
代
表
（「
姜
白
石
訳
注
稿
（
八
（」、『
中
国
言
語
文
化
研
究
』
第
十
四
号
、
佛
教
大
学
中
国
言
語
文
化
研
究
会
、

二
○
一
四
年
、
四
八
～
四
九
頁
。
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（
10
（
詞
に
関
連
す
る
演
奏
場
面
を
描
い
た
い
く
つ
か
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
韓
熙
載
夜
宴
図
』
の
時
代
と
音
楽
シ
ー
ン
」、『
風
絮
』

第
七
号
、
宋
詞
研
究
会
、
二
○
一
一
年
、
一
～
四
六
頁
、
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
11
（
詞
と
琴
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
南
宋
の
詞
学
と
琴
」、『
人
文
科
学
』
第
十
九
号
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
、
二
○
○
四
年
、
七
九
～

一
三
二
頁
、
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
12
（
村
上
哲
見
「
文
人
・
士
大
夫
・
読
書
人
」、『
未
名
』
第
七
号
、
中
文
研
究
会
、
一
九
八
八
年
初
出
、
後
『
中
国
文
人
論
』
所
収
、
汲
古

書
院
、
一
九
九
四
年
、
三
二
～
五
二
頁
。

（
13
（
と
も
に
内
山
精
也
『
南
宋
江
湖
の
詩
人
た
ち　

中
国
近
世
文
学
の
夜
明
け
』「
巻
頭
言　

南
宋
江
湖
詩
人
研
究
の
現
在
地
」
に
見
え
る
。

（
14
（
張
宏
生
『
江
湖
詩
派
研
究
』
第
一
章
「
江
湖
詩
派
的
形
成
」
の
「
社
会
的
要
因
」、
八
～
十
頁
、
参
照
。

（
15
（
郭
鋒
『
南
宋
江
湖
詞
派
研
究
』、
巴
蜀
書
社
、
二
○
○
四
年
、
十
頁
。

（
16
（
范
成
大
『
呉
船
録
』
巻
上
に
「
六
月
己
巳
朔
、
壬
申
泊
青
城
山
、
始
生
之
辰
也
」
と
自
分
で
記
し
て
い
る
。
夏
承
燾
『
姜
白
石
詞
編
年

箋
校
』、「
石
湖
仙
」
の
注
、
二
四
頁
、
参
照
。
周
汝
昌
氏
の
指
摘
に
よ
る
、
と
い
う
。

（
17
（
中
原
健
二
「
寿
詞
を
め
ぐ
っ
て　

誕
生
日
と
除
夜
」、『
中
国
学
志
』
頤
号
、
二
○
一
二
年
、
一
五
～
五
六
頁
。

（
18
（
拙
論
「『
惟
だ
恍
と
し
て
夢
の
如
し
』

―
姜
白
石
の
生
涯
と
創
作
活
動
」、『
中
国
学
芸
聚
華
』
所
収
、
白
帝
社
、
二
○
一
二
年
、
八
七

～
一
○
七
頁
、
参
照
。

（
19
（
周
錚
「
姜
夔
画
像
雑
考
」、『
文
物
』
一
九
八
七
年
第
四
期
、
参
照
。

（
20
（
訳
と
注
は
、
詞
源
研
究
会
『
宋
代
の
詞
論

―
張
炎
『
詞
源
』

―
』、
中
国
書
店
、
二
○
○
四
年
、
一
一
一
～
一
一
九
頁
、
参
照
。

（
21
（
文
芸
批
評
に
お
け
る
「
清
空
」「
質
実
」
に
つ
い
て
は
、
松
尾
肇
子
『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
第
三
章
「
清

空
説
の
検
討
」、
東
方
書
店
、
二
○
○
八
年
、
参
照
。

（
22
（
張
宏
生
（
保
苅
佳
昭
訳
（「
南
宋
江
湖
詩
人
の
生
活
と
文
学
」、
十
七
頁
。

（
23
（
松
尾
肇
子
『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』、
一
三
○
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

（
24
（
詞
源
研
究
会
と
し
て
『
詞
源
』
下
巻
に
訳
注
を
つ
け
た
『
宋
代
の
詞
論

―
張
炎
『
詞
源
』

―
』「
清
空
」
門
の
注
に
散
見
さ
れ
、
後
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に
博
士
論
文
に
も
と
づ
く
『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し
て
』
第
三
章
「
清
空
説
の
検
討
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
25
（『
続
書
譜
』
に
は
、
西
林
唱
一
氏
の
訳
注
が
あ
る
。
中
田
勇
次
郎
編
『
中
国
書
論
大
系
』
第
六
巻
「
宋
３
」
所
収
、
一
九
七
九
年
、
二
玄

社
、
二
七
六
～
三
四
七
頁
。
引
用
部
分
は
、「
情
性
」
中
に
見
え
る
、
三
○
七
～
三
一
○
頁
、
参
照
。

（
26
（
松
尾
肇
子
「
姜
夔
の
『
詩
説
』
と
詞
論
」、
お
よ
び
「
姜
夔
の
楽
論
と
南
宋
末
の
詞
楽
」、『
詞
論
の
成
立
と
発
展

―
張
炎
を
中
心
と
し

て
』、
十
四
～
二
一
頁
、
お
よ
び
一
六
三
～
一
八
五
頁
。

（
27
（「
漢
陽
時
代
の
姜
白
石
」、『
学
芸
国
語
国
文
学
』
第
四
十
八
号
、
東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
○
一
六
年
三
月
（
掲
載
予
定
（。

（
28
（「
姜
虁
『
徴
招
』『
角
招
』
詞
考
」、『
東
方
学
』
九
○
輯
、
東
方
学
会
、
一
九
九
五
年
七
月
、
七
七
～
九
○
頁
。「
姜
虁
の
『
凄
涼
犯
』
に

見
る
犯
調
に
つ
い
て
」、『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
二
十
号
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
、
二
○
○
一
年
四
月
、
九

○
～
一
○
四
頁
。「
燕
楽
二
十
八
調
再
考
」、『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
二
十
二
号
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
、

二
○
○
三
年
四
月
、
一
～
十
五
頁
。「
南
宋
の
詞
学
と
琴
」、『
人
文
科
学
』
第
十
九
号
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
、
二
○
○
四
年
五
月
、

七
九
～
一
三
二
頁
。「
姜
夔
の
楽
論
に
お
け
る
琴
楽
」、『
風
絮
』
二
号
、
宋
詞
研
究
会
、
二
○
○
六
年
三
月
、
二
三
一
～
二
四
六
頁
。

（
29
（
中
田
勇
次
郎
『
読
詞
叢
考
』、
創
文
社
、
一
九
九
八
年
、
七
○
頁
に
、「
お
よ
そ
詩
に
は
お
の
ず
か
ら
気
象
と
体
面
と
血
脈
と
韻
度
と
が

あ
る
。
気
象
は
渾
厚
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
。
そ
の
欠
点
は
俗
に
お
ち
い
る
こ
と
で
あ
る
。
体
面
は
宏
大
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
。
そ
の

欠
点
は
狂
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
血
脈
は
貫
通
し
て
い
る
こ
と
を
欲
す
る
。
そ
の
欠
点
は
露
骨
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
韻
度
は
飄
逸
な
ら

ん
こ
と
を
欲
す
る
。
そ
の
欠
点
は
軽
く
な
る
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
30
（
袁
向
彤
『
姜
夔
与
宋
韻
研
究
』、
二
二
～
二
七
頁
。

（
31
（
大
野
修
作
『
書
論
と
中
国
文
学
』、
第
一
章
「
蔡
邕
と
南
朝
・
唐
の
書
論
家
」、
研
文
出
版
、
二
○
○
一
年
、
参
照
。

（
32
（
大
野
修
作
『
書
論
と
中
国
文
学
』、
三
○
九
頁
。

（
33
（『
姜
夔
王
献
之
保
母
志
跋
』、
上
海
書
画
出
版
社
、
二
○
一
一
年
。


